
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

２
学
期

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深める。

言葉を通じて積極的に他者と関わり、思いや考えを深め、言葉のもつ価値への認識を深める。

7

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

主文、話、文章の効果的な組立て方や接続の仕
方について理解することができる。主張と論拠
など情報と情報との関係について理解すること
ができる。

文章の種類を踏まえ、内容や構成、論理の展開な
どについて叙述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握することができる。

単元：社会と文化
【知識及び技能】比喩、例示、言い
換えなどの修辞や、直接的な述べ方
や婉曲的な述べ方について理解し使
うことができる。

【学びに向かう力、人間性等】言葉
がもつ価値への認識を深めるととも
に、生涯にわたって読書に親しみ自
己を向上させ、言葉を通して他者や
社会に関わろうとする。

○○

教材
『人はなぜ仕事をするのか』
内田樹

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・情報を関連づけて読み深める。
・比喩、例示、言い換えなどの修辞
や、直接的な述べ方や婉曲的な述べ方
について理解する。

○

○

１
学
期

単元：ことばの働き
【知識及び技能】言葉には、認識や
思考を支える働きがあることを理解
することができる。

【思考力、判断力、表現力等】文章
の種類を踏まえて、内容や構成、論
理の展開などについて叙述を基に的
確に捉え、要旨や要点を把握するこ
とができる。

教材
『水の東西』山崎正和
『ものとことば』鈴木孝夫

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・言葉の特徴や使い方を知る。
・接続詞や指示語に着目する。

端末の活用
・筆者の意見をまとめる。

○ ○○

定期考査

①言葉には、認識や思考を支える働きがあるこ
とを理解している。［⑴ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。［Ｃ⑴ア］

③筆者の表現を積極的に読み解いて、その主張
を理解したうえで、学習課題に沿って自分の意
見を具体的に述べようとしている。

保谷

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

現代の国語

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使う。

国語 現代の国語 2

第一学習社『標準現代の国語』

現代の国語国語

態

○ ○

①文や話、文章の効果的な組み立て方や接続の
仕方について理解している。［⑴オ］

②「書くこと」において、自分の考えや事柄が
的確に伝わるよう、根拠の示し方や表現の仕方
を工夫している。［B⑴ウ］

5

得点
1

単元：書き言葉の技術
【知識及び技能】自身の考えを深め
たり、適切に表現したりするための
基本的な方法を身につける。

【学びに向かう力、人間性等】さま
ざまな事柄に対して関心を持ち、主
体的に取り組む態度を培う。

教材
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・文章構造を理解し、文章の要点を的
確にまとめる。
・文章の構成を意識し、的確にまとめ
る。

2○

○

○

①図表等を伴う文章を読み、本文の内容を正し
く理解している。［⑴ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。［Ｃ⑴ア］

○ ○ ○

単元：ことばの働き
【知識及び技能】言葉には、認識や
思考を支える働きがあることを理解
することができる。

【思考力、判断力、表現力等】内容
や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握することができる。

教材
『言語としてのピクトグラム』本田弘
之

指導項目
・論理的な文章を読み、引用や要約を
しながら、自分の考えをまとめる。

端末の活用
・要約した文章を推敲する。単元：新しい視点

【知識及び技能】実社会において理
解したり表現したりするために必要
な語句の量を増すとともに、語句や
語彙の構造や特色、用法及び表記の
仕方などを理解することができる。

【思考力、判断力、表現力等】文章
の構成や論理の展開などについて評
価したりするとともに、自分の考え
を深めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】異な
る種類の文章を積極的に読み比べ
て、それぞれの筆者の立場を理解し
たうえで、学習課題に沿って自分の
考えを深めようとしている。

教材
『政治的思考』杉田敦
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・語句や語彙の構造や特色、用法及び
表記の仕方などを理解し、話や文章の
中で使用する。
・文章の構成を意識し、的確にまとめ
る。
・自分の考えが的確に伝わるよう、自
分の立場や考えを明確にするととも
に、相手の反応を予想して論理の展開
を考える。

4

○ ○

定期考査
○

○ ○ ○

領域
評価規準 知

○

5

○ ○

1

①実社会において理解したり表現したりするた
めに必要な語句や語彙の構造や特色、用法など
を理解し、文章の中で使うことを通して語彙を
豊かにしている。［⑴エ］

②「読むこと」において、目的に応じて、文章
に含まれている情報を相互に関係付けながら、
内容や書き手の意図を解釈するとともに、自分
の考えを深めている。［Ｃ⑴イ］

「話すこと・聞くこと」において、自分の考え
が的確に伝わるよう、自分の立場や考えを明確
にするとともに、相手の反応を予想して論理の
展開を考えるなど、話の構成や展開を工夫して
いる。［Ａ⑴イ］

○

○

①比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的
な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使っ
ている。［⑴カ］

②「読むこと」において、目的に応じて、文章
に含まれている情報を相互に関係付けながら、
内容や書き手の意図を解釈するとともに、自分
の考えを深めている。［Ｃ⑴イ］

○

単元：解釈を述べる
【知識及び技能】比喩、例示、言い
換えなどの修辞について理解し使う
ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】読み
手からの助言などを踏まえて、自分
の文章の特長や課題を捉え直したり
することができる。

教材
『日本語は世界をこのように捉える』
小浜逸郎

指導項目
・論理的な文章を読み、引用や要約を
しながら、自分の考えをまとめる。
・言葉や表現が読み手に与える印象を
考えながら、条件に沿って文章を書
く。

○ ○

①比喩、例示、言い換えなどの修辞や、直接的
な述べ方や婉曲的な述べ方について理解し使っ
ている。［⑴カ］

②「書くこと」において、目的や意図に応じて
書かれているかなどを確かめて、文章全体を整
えたり、読み手からの助言などを踏まえて、自
分の文章の特長や課題を捉え直したりしてい
る。［Ｂ⑴エ］

○ ○ ○ 5



6

定期考査 得点
○ ○

単元：意見を述べる
【知識及び技能】引用の仕方や出典
の示し方、それらの必要性について
理解を深め使うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】読み
手の理解が得られるよう、論理の展
開、情報の分量や重要度などを考え
て、文章の構成や展開を工夫するこ
とができる。

教材
『無痛化する社会のゆくえ』数研出版

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・伝え合う内容を検討する。
・考えを明確にし、表現を工夫する。

○ ○ ○

①引用の仕方や出典の示し方、それらの必要性
について理解を深め使っている。［⑵オ］

②「書くこと」において、読み手の理解が得ら
れるよう、論理の展開、情報の分量や重要度な
どを考えて、文章の構成や展開を工夫してい
る。［Ｂ⑴イ］

○ ○ ○

○ ○

①主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。［⑵ア］

②「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。［Ｃ⑴ア］

○ ○ ○ 7

1

２
学
期

6

単元：新しい視点
【知識及び技能】推論の仕方を理解
し使うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】内容
や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握することができる。

教材
『ステレオタイプの落とし穴』原沢伊
都夫
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・情報を関連づけて読み深める。

定期考査 1

合計

70

単元：言語技術の実践
【思考力、判断力、表現力等】話し
言葉の特徴を踏まえて話したり、場
の状況に応じて資料や機器を効果的
に用いたりするなど、相手の理解が
得られるように表現を工夫すること
ができる。

【学びに向かう力、人間性等】我が
国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に
関わろうとする。

教材
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割、
表現の特色を踏まえて文章を書く。

端末の活用
・プレゼンテーション資料を作成す
る。

○

①話し言葉と書き言葉の特徴や役割、表現の特
色を踏まえ、正確さ、分かりやすさ、適切さ、
敬意と親しさなどに配慮した表現や言葉遣いに
ついて理解し、使っている。［⑴イ］

②「話すこと・聞くこと」において、話し言葉
の特徴を踏まえて話したり、場の状況に応じて
資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手
の理解が得られるように表現を工夫している。
［Ａ⑴ウ］

○ ○

7

単元：認識の枠組み
【知識及び技能】比喩、例示、言い
換えなどの修辞や、直接的な述べ方
や婉曲的な述べ方について理解し使
うことができる。

【思考力、判断力、表現力等】内容
や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握することができる。

教材
『他者を理解するということ』鷲田清
一

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・伝え合う内容を検討する。
・考えを明確にし、表現を工夫する。

３
学
期

○

単元：言語技術の実践
【知識及び技能】話し言葉と書き言
葉の特徴や役割、表現の特色を踏ま
え、正確さ、分かりやすさ、適切
さ、敬意と親しさなどに配慮した表
現や言葉遣いについて理解し、使う
ことができる。

【学びに向かう力、人間性等】我が
国の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会に
関わろうとする。

教材
『解法のテクニック１』啓隆社

指導項目
・話し方に気を付けながら、わかりや
すい説明を行う。

端末の活用
・プレゼンテーション資料を活用しな
がら自分の意見を発表する。

○ ○

定期考査

単元：環境と科学
【知識及び技能】主張と論拠など情
報と情報との関係について理解する
ことができる。

【思考力、判断力、表現力等】内容
や構成、論理の展開などについて叙
述を基に的確に捉え、要旨や要点を
把握することができる。

教材
『ＡＩは哲学できるか』森岡正博

指導項目
・叙述をとらえて要旨を把握する。
・情報を関連づけて読み深める。

5○

①「話すこと・聞くこと」において、話し言葉
の特徴を踏まえて話したり、場の状況に応じて
資料や機器を効果的に用いたりするなど、相手
の理解が得られるように表現を工夫している。
［Ａ⑴ウ］

②相手にわかるような発表のしかたについて粘
り強く検討し、今までの学習を活かして、多様
な観点で表現を工夫しようとしている。

○

得点

○ ○

○

○ ○

①推論の仕方を理解し使っている。［⑵ウ］

②「読むこと」において、文章の種類を踏まえ
て、内容や構成、論理の展開などについて叙述
を基に的確に捉え、要旨や要点を把握してい
る。［Ｃ⑴ア］

○ ○

①主張と論拠など情報と情報との関係について
理解している。［⑵ア］

②筆者の表現を積極的に読み解いて、その主張
を理解したうえで、学習課題に沿って自分の意
見を具体的に述べようとしている。

○ ○ ○ 6

○ ○ 1
得点



年間授業計画

高等学校 令和６年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

8

8

〇

〇

〇

〇

〇

〇

①文章の意味は、文脈の中で形成されるこ
とを理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈してい
る。［Ｂ⑴イ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考
えをさらに深めようとしている。

①文章の意味は、文脈の中で形成されるこ
とを理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈してい
る。［Ｂ⑴イ］

③「徒然草」を読み、表現に着目しながら
解釈をすることを通して、自らの考えを深
めようとしている。

教材：『夢十夜』（夏目漱石）

指導内容
・内容、構成、展開をとらえ、内
容を解釈する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。
・表現の効果を理解する。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し解釈の交流を行う。

教材：『徒然草』（兼好法師）

指導事項
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し解釈の交流を行う。

単元:

【知識及び技能】
①文章の意味は文脈の中で形成さ
れることを理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの
見方、感じ方、考え方を捉え、内
容を解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

単元：現代にも生きる教え

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
②叙述をもとに解釈したり評価す
ることを通して、考えを深めるこ
とができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

定期考査 〇〇

教材：『論語』

指導内容
・言葉の特徴について理解する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。

〇

〇

〇

〇

〇

○

○ ○ 13

単元:和歌による心の交流

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章の成立した背景や他
の作品などとの関係を踏まえ、内
容の解釈を深めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会
定期考査

単元:旅のなかで詠まれる句

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章の成立した背景や他
の作品などとの関係を踏まえ、内
容の解釈を深めることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

〇

〇

①古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解して
いる。［⑵ウ］

②作品や文章の成立した背景や他の作品な
どとの関係を踏まえ、内容の解釈を深めて
いる。［Ｂ⑴エ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考
えをさらに深めようとしている。

①古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解して
いる。［⑵ウ］

②「読むこと」において、作品や文章に表
れているものの見方、感じ方、考え方を捉
え、内容を解釈している。［Ｂ⑴イ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考
えをさらに深めようとしている。

〇

〇

文章の種類を踏まえて、内容や構成、展開などにつ
いて叙述を基に的確に捉えることができる。また、
異なる時代に成立した作品を読み比べ、それらを比
較して論じたり批評することができる。

第一学習社『標準言語文化』

国語

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉を通じて積極的に他者と関わり、思いや考えを深め、言葉のもつ価値への認識を深める。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

12

単元:受け継がれる古文

【知識及び技能】
①文章の意味は文脈の中で形成さ
れることを理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの
見方、感じ方、考え方を捉え、内
容を解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『羅生門』（芥川龍之介）
　　　『今昔物語』

指導事項
・内容、構成、展開をとらえ、内
容を解釈する。
・解釈を深め、自分の考えをも
つ。
・表現の効果を理解する。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し解釈の交流を行う。

○ 〇

①文章の意味は、文脈の中で形成されるこ
とを理解している。［⑴エ］

②作品や文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容を解釈してい
る。［Ｂ⑴イ］

③解釈を交流する活動を通して、自分の考
えをさらに深めようとしている。 ○

態

○ ○

○

1

知

単元：古典入門

【知識及び技能】
①古典の世界に親しむために、古
典を読むために必要な文語のきま
りや訓読のきまり、古典特有の表
現などについて理解することがで
きる。

【思考力、判断力、表現力等】
②文章の種類を踏まえて、内容や
構成、展開などについて叙述を基
に的確にとらえることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ事故を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『児のそら寝』（宇治拾遺
物語）

指導事項
・用言の活用を学ぶ。
・内容、構成、展開をとらえる。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの提出機能を活用
しリフレクションを行う。

３

学

期

定期考査

２

学

期

１

学

期

定期考査

定期考査

〇

①古典の世界に親しむために、古典を読む
ために必要な文語のきまりや訓読のきま
り、古典特有の表現などについて理解して
いる。［⑵ウ］

②文章の種類を踏まえて、内容や構成、展
開などについて叙述を基に的確に捉えてい
る。［Ｂ⑴ア］

③『児のそら寝』を読み、用言の活用を学
ぶことを通して、言葉の構造やしくみにつ
いて積極的に理解しようとしている。ま
た、説話というジャンルの特徴を捉えよう
としている。

単元：日本とつながる思想

【知識及び技能】
① 漢文訓読の基礎的な語法や表
現について理解することができ
る。

【思考力、判断力、表現力等】
②作品や文章に表れているものの
見方、感じ方、考え方を捉え、内
容を解釈することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
③言葉がもつ価値への認識を深め
るとともに、生涯にわたって読書
に親しみ自己を向上させ、我が国
の言語文化の担い手としての自覚
をもち、言葉を通して他者や社会

教材：『筒井筒』（伊勢物語）

指導内容
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。
・自分の考えをもつ。
・作品の背景を知る。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し作品の背景について調べ
たことの共有を行う。

教材：『奥の細道』（松尾芭蕉）

指導内容
・内容、構成、展開をとらえる。
・内容を解釈する。
・文章を評価し、解釈を深める。
・自分の考えをもつ。
・作品の背景を知る。

一人１台端末の活用　等
・ロイロノートの共有ノート機能
を活用し作品の背景について調べ
たことの共有を行う。

保谷

【学びに向かう力、人間性等】

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする。

言語文化

配当
時数

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解して適切に使う。

国語 言語文化 2

言語文化国語

領域
評価規準

言葉の特徴や使い方、話や文章に含まれている
情報の扱い方、我が国の言語文化に関する知識
を習得し、様々な場面で適切に活用することが
できる。

【思考力、判断力、表現力等】【知識及び技能】

1〇 〇

1

1

合計

70

①我が国の言語文化の特質や我が国の文化
と外国の文化との関係について理解してい
る。［⑵ア］

②作品や文章に表れているものの見方、感
じ方、考え方を捉え、内容の解釈を深めて
いる。［Ｂ⑴イ］

〇

〇

〇

〇

○

7

7

1

10



年間授業計画

高等学校 令和６年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ 高等学校　新地理総合（帝国書院）、新詳地理資料COMPLETE2023（帝国書院）、コンパクト地理総合地図（二宮書店））

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

地理総合
地理歴史 地理総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

地理総合

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１

学

期

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

12

1

○

〇 〇

1

合計

70

【定期考査】
第２部　国際理解と国際協力に関す
るテストとし基本的な知識・技能と
論理的かつ効果的に作図を行う思考
力や表現力を図る。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】
　日本での地震や津波、風水害につ
いて世界の状況を踏まえたグローバ
ルな視点や身近な地域などのローカ
ルの視点から理解する。特に、ロー
カルな視点については、ハザード
マップなどを読図する。

【思考力、判断力、表現力等】
　地域性を踏まえた防災について、
自然及び社会的条件とのかかわりか
ら考察する。また、今後の地域のあ
り方について伝えたり、表現したり
する。

【学びに向かう力、人間性等】
　身近な地域の課題や展望につい
て、持続可能な社会（防災の視点を
含む）を目指して、主体的かつ対話
的に学びを深め、地域のあり方につ
いて合意形成に至る。

【指導内容】
１）地震災害の概要
２）気象災害と自然災害
３）防災と持続可能な地域

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

地図操作や概念に関するコンテン
ツ
・地理院地図　・Google Earth
・今昔マップ

地図作成に関するコンテンツ
・地理院地図　・e-Stat
・jSTAT MAP　 ・RESAS

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々

単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】
　日本での地震や津波、風水害について世界
の状況を踏まえたグローバルな視点や身近な
地域などのローカルの視点から理解してい
る。特に、ローカルな視点については、ハ
ザードマップなどを読図している。

【思考力、判断力、表現力等】
　地域性を踏まえた防災について、自然及び
社会的条件とのかかわりから考察する。ま
た、今後の地域のあり方について伝えたり、
表現したりできる。

【学びに向かう力、人間性等】
　身近な地域の課題や展望について、持続可
能な社会（防災の視点を含む）を目指して、
主体的かつ対話的に学びを深め、地域のあり
方について合意形成できる。

保谷

３

学

期

〇 〇

２

学

期

○ ○

単元「生活文化の多様性と国際理
解」
【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化が
地理的環境から影響を受けたり、影
響を与えたりしていることに加え、
そういった文化には共通性や地域性
があることについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の生活文化について、地理的
環境（自然環境、宗教、歴史、産
業）の観点からその成り立ちや共通
性、地域性について考察することが
できる。生活文化を構成する要素が
多様な観点から成り立つことをコン
セプトマップなどで表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　生活文化の多様性と国際理解につ
いて、持続可能な社会（多様な社会
の形成を含む）を目指して、主体的
かつ対話的に学びを深め、追究する

【指導内容】
１）自然環境と生活文化
２）宗教と生活文化
３）歴史と生活文化
４）産業と生活文化

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

教材として使用するコンテンツ
・地理院地図　・Google Earth

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

図書館にある資料やインターネッ
ト上のデータを生徒が主体的に活
用する場面を設ける。

【知識及び技能】
　世界の人々の特色ある生活文化が地理的環
境から影響を受けたり、影響を与えたりして
いることに加え、そういった文化には共通性
や地域性があることについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界の生活文化について、地理的環境（自
然環境、宗教、歴史、産業）の観点からその
成り立ちや共通性、地域性について考察して
いる。生活文化を構成する要素が多様な観点
から成り立つことをコンセプトマップなどで
表現している。

【学びに向かう力、人間性等】
　生活文化の多様性と国際理解について、持
続可能な社会（多様な社会の形成を含む）を
目指して、主体的かつ対話的に学びを深め、
追究している。

〇 〇

〇

○ ○

日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

持続可能な社会に向けて、授業や社会に関わ
り、主体的に探究し、自分自身の意見を持つ
とともに、グループ内で合意形成をしようと
している。

【学びに向かう力、人間性等】

地理歴史

単元「地図と地理情報システム」
【知識及び技能】
　紙の地図を読図したり、レイヤー
などを駆使したGISの概念を理解す
る。GISなどを用いて、情報を収集
し、読み取り、まとめる基礎的・基
本的な技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
　地図情報や統計資料を用いた効果
的な伝え方について、多面的・多角
的に考察し、表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　地図表現の違いや身近なWebGISな
どについて自ら操作し探究的に学ぼ
うとする態度を養う。

【指導内容】
１）地球上の位置と時差
２）地図の役割と種類

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

地図操作や概念に関するコンテン
ツ
・地理院地図　・Google Earth
・今昔マップ

地図作成に関するコンテンツ
・地理院地図　・e-Stat
・jSTAT MAP　 ・RESAS

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々
の授業に対して振り返りや発展的

【知識・技能】
　紙の地図を読図したり、レイヤーなどのを
駆使したGISの概念を理解している。GISなど
を用いて、情報を収集し、読み取り、まとめ
る基礎的・基本的な技能を身に付いている。

【思考・判断・表現】
　地図情報や統計資料を用いた効果的な伝え
方について、多面的・多角的に考察し、表現
することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　地図表現の違いや身近なWebGISなどについ
て自ら操作し探究的に学ぼうとする態度があ
る。

単元「地図と地理情報システム」
「生活文化の多様性と国際理解」
【知識及び技能】
GISなどを用いて、情報を収集し、
読み取り、まとめる基礎的・基本的
な技能を身に付けるとともに、世界
の人々の特色ある生活文化が地理的
環境から影響を受けていることを理
解する。

【思考力、判断力、表現力等】
地図情報や統計資料を活用し、グ
ローバル化にともなう移民や経済な
どの現代的課題に対して、多面的・
多角的に考察し、議論する。世界の
生活文化について地理的環境の観点
から考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
紙の地図やGISを自ら操作し、グ
ローバル化にともなう移民や経済な
どの現代的な課題に関して主体的か
つ対話的に学びを深め、合意形成に
至る。世界の生活文化の多様性と国
際理解について主体的かつ対話的に

【指導内容】
１）国家と領域
２）グローバル化する世界
３）生活文化の多様性
４）世界の地形と人々の生活

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

地図操作や概念に関するコンテン
ツ
・地理院地図　・Google Earth

地図作成に関するコンテンツ
・地理院地図　・e-Stat
・jSTAT MAP　 ・RESAS

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

以上のコンテンツを、生徒が日々
の授業に対して振り返りや発展的

【知識・技能】
　GISなどを用いて、情報を収集し、読み取
り、まとめる基礎的・基本的な技能を身に付
いている。世界の人々の特色ある生活文化が
地理的環境から影響を受けていることを理解
している。

【思考・判断・表現】
　地図情報や統計資料を用いた効果的な伝え
方について、多面的・多角的に考察し、表現
することができる。グローバル化にともなう
移民や経済などの現代的課題に対して、多面
的・多角的に考察し、議論することができ
る。世界の生活文化について地理的環境の観
点から考察している。

【主体的に学習に取り組む態度】
　地図表現の違いや身近なWebGISなどについ
て自ら操作し探究的に学ぼうとする態度があ
る。グローバル化にともなう移民や経済など
の現代的な課題に関して主体的かつ対話的に
学びを深め、合意を形成することができる。
生活文化の多様性と国際理解について、主体
的かつ対話的に学びを深め、追及している。

地理的事象に関して、GISや統計資料を読み
取ったり、調査内容などを適切かつ効果的にま
とめている。

位置や分布、場所、人間と自然環境との相互
依存作用、地域などに着目して、地理的な課
題に向けて、構想したり、考察したりしてい
る。

【定期考査】
第1部 地図でとらえる現代世界及び
第2部 第1章 第1節 世界の地形と
人々の生活に関するテストとし基本
的な知識・技能と論理的かつ効果的
に作図を行う思考力や表現力を図
る。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

【定期考査】
第2部 第1章 生活文化の多様性と国
際理解に関するテストとし基本的な
知識・技能と論理的かつ効果的に作
図を行う思考力や表現力を図る。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

単元「地球的課題と国際協力」
【知識及び技能】
　世界各地で見られる地球的課題
（環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題および居住・都
市問題）について、課題の概要や複
雑性について理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界各地で見られる地球的課題
（環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題および居住・都
市問題）について、地域の結び付き
や問題相互の関連性を考察し、その
課題解決に向けた複雑性をコンセプ
トマップなどで表現する。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界各地で見られる地球的課題
（環境問題、資源・エネルギー問
題、人口・食料問題および居住・都
市問題）について、持続可能な社会
（多様な社会の形成を含む）を目指
して、主体的かつ対話的に学びを深

【指導内容】
１）環境問題と経済
２）人口問題と都市・居住問題
３）エネルギーと経済

【デジタル端末の活用と教材の関
係】
教科書や資料集などの活用に加え
て、以下のコンテンツを活用す
る。

教材として使用するコンテンツ
・地理院地図　・Google Earth

課題の提出や討論に関するツール
・ロイロノート

ロイロノート上にあるシンキング
ツールやロイロノートの特性を活
かして、課題の相互関係について
コンセプトマップでまとめたり、
発表したりする時間を設ける。

【知識及び技能】
　世界各地で見られる地球的課題（環境問
題、資源・エネルギー問題、人口・食料問題
および居住・都市問題）について、課題の概
要や複雑性について理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
　世界各地で見られる地球的課題（環境問
題、資源・エネルギー問題、人口・食料問題
および居住・都市問題）について、地域の結
び付きや問題相互の関連性を考察し、その課
題解決に向けた複雑性をコンセプトマップな
どで表現できる。

【学びに向かう力、人間性等】
　世界各地で見られる地球的課題（環境問
題、資源・エネルギー問題、人口・食料問題
および居住・都市問題）について、持続可能
な社会（多様な社会の形成を含む）を目指し
て、主体的かつ対話的に学びを深め、追究し
ている。

【定期考査】
第３部　持続可能な地域づくりと私
たち及び年間で扱った内容に関する
テストとし基本的な知識・技能と論
理的かつ効果的に作図を行う思考力
や表現力を図る。

【知識・技能】
授業中に取り扱った基本的な知識・技能につ
いて理解している。

【思考・判断・表現】
発展的で思考力を問う問題に対しても、統計
資料や地図から適切に判断し表現できてい
る。

〇 〇 〇 13

〇 〇 〇 16

〇 〇 1

17

1



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1

【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

学年末考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○ 1

〇 9

11

地理歴史

【指導事項】
歴史の扉　①歴史と私たち
　　　　　②歴史の特質と資料
＜第Ⅰ部　第１章　結びつく世界
と日本の開国＞
「近代化と私たち」について問い
を表現する
①１８世紀の東アジアにおける社
会と経済
②貿易が結んだ世界と日本
③産業革命
④中国の開港と日本の開国
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識及び技能】
産業革命による工業化、中国の開港
と日本の開国、世界市場の形成など
について、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
世界市場の形成などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
産業革命などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【知識・技能】
産業革命による工業化、中国の開港と日本の
開国、世界市場の形成などについて、基本的
な知識を理解している。諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
につけている。
【思考・判断・表現】
世界市場の形成などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
産業革命などの歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主体的かつ
対話的に学びを深め、追究しようとしてい
る。

○ ○

日本や世界の地域的特色や歴史の展開について理解するとともに、地図や統計、史料を読み取る力

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て、よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究、解決しようとする態度を養うとと
もに、他国や他国の文化を尊重することの大
切さについての自覚などを深める。

【学びに向かう力、人間性等】

歴史総合
地理歴史 歴史総合 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

知識：近現代の歴史の変化に関わる諸事象につ
いて、世界とその中の日本を広く相互的な視野
から捉え、近現代の歴史を理解する。
技能：諸資料から歴史に関する様々な情報を適
切に調べまとめる技能を身につける。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義、特色などを、概念などを活用して多面
的・多角的に考察し、考察したことを効果的
に説明したり、それらを基に議論したり表現
する力を養う。

『現代の歴史総合　みる・読みとく・考える』（山川出版社）

３

学

期

【知識及び技能】
脱植民地化と第三世界の形成、核兵
器をめぐる緊張と緩和、高度経済成
長などについて、基本的な知識を理
解する。諸資料から様々な情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を
身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
脱植民地化などについての諸資料を
読みとくことを通して、歴史事象の
特徴について多面的・多角的に考
察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
高度経済成長などの歴史事象を材料
として、よりよい社会の実現をめざ
して課題を主体的かつ対話的に学び
を深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅲ部　第５章　冷戦と世界経
済＞
「グローバル化と私たち」につい
て問いを表現する
①冷戦下の地域紛争と脱植民地化
②東西両陣営の動向と1960年代の
社会
③軍拡競争から緊張緩和へ
④地域連携の形成と展開
⑤計画経済とその波及
⑥日本の高度経済成長
⑦アジアのなかの戦後日本
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

２

学

期

【知識及び技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体
制の成立、ソヴィエト連邦の成立な
どについて、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を
材料として、よりよい社会の実現を
めざして課題を主体的かつ対話的に
学びを深め、追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅱ部　第３章　総力戦と社会
運動＞
「国際秩序の変化や大衆化と私た
ち」について問いを表現する
①第一次世界大戦の展開
②ソヴィエト連邦の成立とアメリ
カ合衆国の台頭
③ヴェルサイユ体制とワシントン
体制
④世界経済の変容と日本
⑤アジアのナショナリズム
⑥大衆の政治参加
⑦消費社会と大衆文化
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
第一次世界大戦と戦後の国際協調体制の成
立、ソヴィエト連邦の成立などについて、基
本的な知識を理解している。諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につけている。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヴェルサイユ体制などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして課題を主
体的かつ対話的に学びを深め、追究しようと
している。

〇 〇

【知識及び技能】
ドルショックとオイルショック、開
発独裁、冷戦の終結とソ連の崩壊、
地域統合と地域紛争などについて、
基本的な知識を理解する。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調
べまとめる技能を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
石油危機などについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦終結などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

【知識及び技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の
国際経済体制の成立、冷戦、日本の
占領などについて、基本的な知識を
理解する。諸資料から様々な情報を
適切かつ効果的に調べまとめる技能
を身につける。
【思考力、判断力、表現力等】
第二次世界大戦などについての諸資
料を読みとくことを通して、歴史事
象の特徴について多面的・多角的に
考察・議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
冷戦などの歴史事象を材料として、
よりよい社会の実現をめざして課題
を主体的かつ対話的に学びを深め、
追究する態度を養う。

【指導事項】
＜第Ⅱ部　第４章　経済危機と第
二次世界大戦＞
①世界恐慌の時代
②ファシズムの慎重と共産主義
③日中戦争への道
④第二次世界大戦の展開
⑤第二次世界大戦下の社会
⑥国際連合と国際経済体制
⑦占領と戦後改革
⑧冷戦の始まりと東アジア諸国の
動向
⑨日本の独立と日米安全保障条約
「国際秩序の変化や大衆化と現代
的な課題」について考察・表現す
る
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇

中間考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

期末考査

１

学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

1

【知識及び技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維
新、日本の産業革命、帝国主義など
について、基本的な知識を理解す
る。諸資料から様々な情報を適切か
つ効果的に調べまとめる技能を身に
つける。
【思考力、判断力、表現力等】
市民革命などについての諸資料を読
みとくことを通して、歴史事象の特
徴について多面的・多角的に考察・
議論し、文章等で表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
帝国主義などの歴史事象を材料とし
て、よりよい社会の実現をめざして
課題を主体的かつ対話的に学びを深
め、追究する態度を養う。

○

○ 10

○

【指導事項】
＜第Ⅰ部　第２章　国民国家と明
治維新＞
①市民革命
②国民国家とナショナリズム
③明治維新
④日本の産業革命
⑤帝国主義
⑥変容する東アジアの国際秩序
⑦日露戦争と東アジアの変動
「近代化と現代的な諸課題」につ
いて考察・表現する
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
市民革命、ナショナリズム、明治維新、日本
の産業革命、帝国主義などについて、基本的
な知識を理解している。諸資料から様々な情
報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身
につけている。
【思考・判断・表現】
市民革命などについての諸資料を読みとくこ
とを通して、歴史事象の特徴について多面
的・多角的に考察・議論し、文章等で表現し
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
帝国主義などの歴史事象を材料として、より
よい社会の実現をめざして課題を主体的かつ
対話的に学びを深め、追究しようとしてい
る。

○ ○

期末考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○ ○

地理歴史

事象の意味や特色、相互の関連を、多面的、多角的に考察したり、課題解決を構想したりする力

持続可能な社会の実現に向けて、自ら主体的に授業や社会に関わろうとする力

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

合計
70

12

中間考査 【知識・技能】
授業中に扱った基本的な知識を理解してい
る。諸資料を扱う技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
諸資料をもとに思考力を働かせて判断・考察
し、その結果を適切に表現している。

○

配当
時数

〇 12

【指導事項】
＜第Ⅲ部　第６章　世界秩序の変
容と日本＞
①石油危機
②アジア諸地域の経済発展
③市場開放と経済の自由化
④情報技術革命とグローバリゼー
ション
⑤冷戦の終結とソ連の崩壊
⑥現代の東アジア
⑦東南アジア・アフリカ・ラテン
アメリカの民主化
⑧地域統合の拡大と変容
⑨地域紛争と国際社会
「現代的な諸課題の形成と展望」
について考察し・表現する
【教材・一人一台端末の活用】
教科書、授業プリント、課題の提
出や討論および振り返りには一人
一台端末でロイロノートを活用

【知識・技能】
世界恐慌、第二次世界大戦と戦後の国際経済
体制の成立、冷戦、日本の占領などについ
て、基本的な知識を理解している。諸資料か
ら様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめ
る技能を身につけている。
【思考・判断・表現】
第二次世界大戦などについての諸資料を読み
とくことを通して、歴史事象の特徴について
多面的・多角的に考察・議論し、文章等で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
冷戦などの歴史事象を材料として、よりよい
社会の実現をめざして課題を主体的かつ対話
的に学びを深め、追究しようとしている。

〇 〇 〇

1

〇 11



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保谷 数学 数学Ⅰ
数学 数学Ⅰ 3

数学Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析につ
いての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解す
るとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付
けるようにする。

命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする
力，図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現す
る力，関数関係に着目し，事象を的確に表現してその特徴を表，式，グラフを相互に関連
付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データの散らばりや変量
間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過
程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

高等学校　数学Ⅰ

数学

【 知　識　及　び　技　能 】数と式，図形と計量，2次関数及びデータの分析について理解させ，基礎的な知識の習得と技能の習熟を図る。

事象を数学的に考察する能力を培う。また問題を解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察し判断したりする力を養う。

数学のよさを認識できるようにするとともに，それらを活用する態度を育てる。

○ ○ 1

態 配当
時数

１

学

期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

数と式
式を扱うための基本的な用語や計算
方法について理解する。また，式を1
つの文字に着目して整理したり，1つ
の文字におき換えたりするなど，目
的に応じた式の見方ができるように
し，既に学習した計算方法と関連付
けるなど，式を多面的に捉える力を
培う。

数と式
多項式の加法と減法
多項式の乗法
因数分解
実数
根号を含む計算

【知識・技能】
単項式や多項式，同類項，次数など式に関する
用語を理解し、加法や減法などの計算ができ
る。指数法則や分配法則を用いて計算ができ
る。公式を理解し、展開や因数分解ができる。
共通因数をくくり出して因数分解ができる。有
理数が整数，有限小数，循環小数を理解し,分数
を循環小数で，循環小数を分数で表すことがで
きる。絶対値の意味を理解し，実数の絶対値を
求めることができる。根号を含む式の加法，減
法，乗法，除法の計算ができる。
【思考・判断・表現】
少し複雑な式の計算を工夫して行うことができ
る。式を１つの文字におき換えたり，積の組み
合わせを工夫したりすることで，式の展開を簡
略化することができる。実数の絶対値を用いて
数直線上の距離を考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
単項式，多項式とその整理の仕方に関心をも
ち，考察しようとする。式変形の工夫につい
て，その理由を振り返って考えたり，どの文字
で整理するかなど，よりよい因数分解の方法に
ついて考察したりしようとする。

○ ○ ○ 12

8

2次関数
関数とそのグラフについて理解す
る。また，2次関数のグラフの特徴に
ついて，頂点の平行移動と関連付け
て理解し，2次関数のグラフがかける
ようにする。

３

学

期

【三角比】
三角比の意味やその基本的な性質に
ついて理解し，三角比を用いた計量
を行うなど，三角比を事象の考察に
活用できるようにする。正弦定理，
余弦定理について理解し，それらを
適切に用いて三角形の辺や角を求め
られるようにし，あわせて三角形の
面積も求められるようにする。ま
た，これらのことを空間図形を含む
様々な事象に活用できるようにす
る。

三角比
三角比の相互関係
正弦定理・余弦定理

【知識・技能】
三角比の定義を理解し，直角三角形において正
弦・余弦・正接を求めることができる。三角比
の相互関係を利用して，三角比の1つの値がわ
かっているとき，残りの2つの値を求めることが
できる。90°－θの三角比の公式を利用して，
ある角の三角比を別の角の三角比で表すことが
できる。鈍角の三角比を鋭角の三角比で表すこ
とができる。
【思考・判断・表現】
具体的な事象における長さや角度について，三
角比を用いて捉え，三角比の値からそれらを求
めることができる。3つある三角比の相互関係の
それぞれをどのような場面で用いるか判断する
ことができる。角の値によって三角比の値がど
のように増減するか，適切に表現できる。
【主体的に取り組む態度】
三角比の値が三角形の大きさによらず，角の大
きさだけで定まることに関心をもつことができ
る。三角比の相互関係を，三角比の定義や三平
方の定理などから導出しようとする。正弦定
理、余弦定理を証明しようとする。

〇 〇

1

２

学

期

定期考査
○ ○

〇 26

1

２次関数
2次関数の最大値，最小値をグラフを
用いて求められるようにし，それを
様々な事象の考察に活用できるよう
にする。また，条件から2次関数を決
定できるようにする。

2次関数のグラフ
2次関数の最大値・最小値
2次不等式

【知識・技能】
2次関数の最大値または最小値をもつことを理解
し，求めることができる。2次関数の定義域が制
限されている場合に最大値と最小値を求めるこ
とができる。与えられた条件から2次関数を決定
することができる
【思考・判断・表現】
2次関数の値の変化をグラフから考察することが
できる。具体的な事象の最大・最小の問題を，2
次関数を用いて表現し，処理することができ
る。定義域が変化するときやグラフが動くとき
の最大値や最小値について，考察することがで
きる。2次関数の決定において，条件を処理する
のに適した式の形を判断することができる。
【主体的に取り組む態度】
日常生活における具体的な事象の考察に，2次関
数の最大・最小の考えを活用しようとする。2次
関数の決定条件に興味，関心を持ち，考察しよ
うとする。

〇 〇 〇

105

関数とグラフ 【知識・技能】
関数の定義を理解し，関数を式で表すことがで
きる。関数のグラフの意味を理解している。放
物線の軸，頂点などについて理解し，2次関数y
＝ax2のグラフをかくことができる。
【思考・判断・表現】
放物線の平行移動を，頂点の移動に着目して考
察できる。放物線の平行移動について，x軸方
向，y軸方向などの用語を用いて表現できる。最
大値・最小値を求めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
グラフの平行移動，対称移動の一般公式の意味
を考察したり，それを活用してグラフの方程式
を求めたりしようとする。最大値，最小値の条
件から関数や定義域を自由に定め，それらから
一般的な性質を導き出そうとする。

○ ○ ○ 15

集合と命題
中学校までに取り扱ってきた数を実
数としてまとめて数の体系について
の理解を深め，実数が四則演算に関
して閉じていることや，直線上の点
と1対1に対応していることなどにつ
いて理解する。また，簡単な無理数
の四則計算や分母の有理化ができる
ようにする。

命題と証明
命題と条件

【知識・技能】
　必要条件，十分条件，同値を理解し，その判
定ができる。条件の否定の意味を理解してい
る。
【思考・判断・表現】
対偶を用いて命題を証明することができる。命
題の真偽や必要条件，十分条件について，集合
と関連付けて理解したり説明したりしようとす
る態度がある。
【主体的に学習に取り組む態度】
今まで学習してきた数の体系を，計算の可能性
と関連付けてその包含関係などを整理し，考察
しようとする。

○ ○ ○

定期考査

定期考査 〇 〇 1

〇 〇 1定期考査

11

合計

14

定期考査
〇 〇

14

【データの分析】
データの散らばり具合や傾向を数値
化する方法を考察する力，目的に応
じて複数の種類のデータを収集し，
適切な統計量やグラフ，手法などを
選択して分析を行い，データの傾向
を把握して事象の特徴を表現する
力，不確実な事象の起こりやすさ着
目し，首長の妥当性について，実験
などを通して判断したり，批判的に
考察したりする力などを養う。

データの整理
データの代表遅
データの散らばりと四分位数
分散と標準偏差
２つの変量の解だの関係
仮説検定の考え方

【知識・技能】
平均値，中央値，最頻値，範囲，四分位範囲，
相関係数などの定義や意味を理解し，それらを
求めることができる。
【思考・判断・表現】
データの分析の仕方によって，適切な代表値を
求める必要があることを理解している。データ
の散らばり具合をどのように数値化するかを考
察することができる。変量の変換によって，平
均値や標準偏差がどのように変化するかを考察
することができる。データの相関を散布図や相
関係数を利用して説明できる。
【主体的に取組む態度】
データを整理して全体の傾向を考察しようとす
る。身近な統計における代表値の意味について
考察しようとする。データの散らばり具合をど
のようい数値化するかを考察しようとする。変
量の変換によって平均値や標準偏差がどのよう
に変化するか，考察しようとする。相関の強弱
を数値化する方法を考察しようとする。

〇 〇 〇

2次方程式と2次不等式
2次不等式も2次関数のグラフとx軸の
関係から考察し，2次不等式が解ける
ようにする。

2次不等式
2次関数のグラフとx軸の位置関係

【知識・技能】
2次方程式を，因数分解や解の公式を利用して解
くことができる。2次関数のグラフとx軸の共有
点の座標を求めることができる。
【思考・判断・表現】
2次方程式の解の公式と判別式との関係を理解
し，解の判別に利用できる。解がない場合など
特別な場合も含めて，2次関数のグラフを用いれ
ば2次不等式を解くことができる。2次関数のグ
ラフとx軸の共有点の位置について，グラフを利
用して解決できる。
【主体的に取り組む態度】
2次方程式の解を考察するのに，2次関数のグラ
フを積極的に利用しようとする。1次不等式と1
次関数の関係をもとに，2次不等式と2次関数の
関係を考察しようとする。

〇 〇 〇



年間授業計画　新様式

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

使用教材： （ ）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

保谷 数学 数学A
数学 数学A 2

数学A

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

図形の性質，場合の数と確率についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解するとともに，数学
と人間の活動の関係について認識を深め，事象を数
学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・
処理したりする技能を身に付けるようにする。

図形の構成要素間の関係などに着目し，図形の性質を見い
だし，論理的に考察する力，不確実な事象に着目し，確率
の性質などに基づいて事象の起こりやすさを判断する力，
数学と人間の活動との関わりに着目し，事象に数学の構造
を見いだし，数理的に考察する力を養う。

数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，
粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとす
る態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めた
り，評価・改善したりしようとする態度や創造性の
基礎を養う。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈
したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

数学を活用して事象を論理的に考察する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察
する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しよう
とする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善しようとする態度や創造性の基礎を
培う。

高等学校数学A(数研出版）

4プロセス数学Ⅰ＋A

態
配当
時数

１
学
期

1章　場合の数と確率
場合の数を求めるための基本的な考え方
について理解する。また，様々な場合の
数を求めるための公式について，それを
適用するだけにとどまらず，公式が導出
される過程についても理解し，様々な場
合の数に応用できるような力を培う。

①集合の要素の個数
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 6

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

定期考査 ○ ○ 〇 1

〇 〇 〇

10

1章　場合の数と確率
場合の数を求めるための基本的な考え方
について理解する。また，様々な場合の
数を求めるための公式について，それを
適用するだけにとどまらず，公式が導出
される過程についても理解し，様々な場
合の数に応用できるような力を培う。

②場合の数
③順列
④組合せ
⑤事象と確率
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○

1

〇

定期考査 〇 〇 〇

〇 10

1

1章　場合の数と確率
確率の意味とその表し方や性質について
理解し，場合の数の求め方を活用するな
どして，様々な事象の確率を求められる
ようにする。また，試行の独立について
理解を深め，反復試行の確率や条件付き
確率を求められるようにする。さらに，
期待値について理解し，それを求められ
るようにするとともに，様々な判断に用
いるような姿勢を養う。

⑥確率の基本性質
⑦独立な試行と確率
⑧条件付き確率
⑨期待値
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】場合の数と確率についての基
本的な概念や原理・法則を体系的に理解する
とともに，事象を数学化したり，数学的に解
釈したり，数学的に表現・処理したりする技
能を身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

○ ○ ○ 16

2章　図形の性質
平面図形の様々な性質について，その証
明を含めて理解し，それを様々な事象の
考察や，新たな性質の証明などに活用で
きるような力を培う。

定期考査 ○ ○ 〇

定期考査

1

２
学
期

２
学
期

〇 23

定期考査 〇 〇 〇 1

３
学
期

2章　図形の性質
平面図形の様々な性質について，その証
明を含めて理解し，それを様々な事象の
考察や，新たな性質の証明などに活用で
きるような力を培う。
様々な空間図形の性質について，平面図
形との違いにも注目しながら理解し，
様々な事象の考察に活用できるようにす
る。

④円に内接する四角形
⑤円と直線
⑥2つの円
⑦作図
⑧直線と平面
⑨多面体
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】図形の構成要素間の関係など
に着目し，図形の性質を見いだし，論理的に
考察する力，図形の性質についての基本的な
概念や原理・法則を体系的に理解するととも
に，事象を数学化したり，数学的に解釈した
り，数学的に表現・処理したりする技能を身
に付けるようにする。
【思考・判断・表現】図形の構成要素間の関
係などに着目し，図形の性質を見いだし，論
理的に考察する力，数理的に考察する力を養
う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

〇 〇

①三角形の角の二等分線と辺の比
②三角形の外心・内心・重心
③チェバの定理・メネラウスの定
理
・教科書、問題集、端末利用
・提出物、小テスト

【知識・技能】図形の性質についての基本的
な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を
身に付けるようにする。
【思考・判断・表現】不確実な事象に着目
し，確率の性質などに基づいて事象の起こり
やすさを判断する力，数理的に考察する力を
養う。
【主体的に学習に取り組む態度】数学のよさ
を認識し数学を活用しようとする態度，粘り
強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしようとする
態度や創造性の基礎を養う。

〇



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】
【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら，物質とそ
の変化について理解するとともに，科学的に探究
するために必要な観察，実験などに関する基本的
な技能を身に付けるようにする。

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養
う。

物質とその変化に主体的に関わり，科学的に探究
しようとする態度を養う。

合計

45

単元 酸化還元反応
【知識及び技能】
酸素，水素，電子の授受に基づく
定義を理解する。とくに，酸化還
元反応が電子の授受による反応で
あることを理解する。酸化数の求
め方，酸化数の変化と酸化・還元
の関係を理解する。また，酸化
剤・還元剤の定義を知り，両者の
反応が酸化還元反応であること理
解する。金属の酸化されやすさの
尺度であるイオン化傾向について
学習し，個々の金属のイオン化傾
向と反応性の関係を探る。日常生
活や社会との関わりの例として，
電池や金属の製錬を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
酸素，水素，電子の授受に基づく
定義を理解する。とくに，酸化還
元反応が電子の授受による反応で
あることを理解する。金属の酸化
されやすさの尺度であるイオン化
傾向について学習し，個々の金属
のイオン化傾向と反応性の関係を
探る。

【学びに向かう力、人間性等】
酸化数の求め方，酸化数の変化と
酸化・還元の関係を理解する。ま
た，酸化剤・還元剤の定義を知
り，両者の反応が酸化還元反応で
あること理解する。

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書
店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
酸化・還元の定義を理解し，酸化と還元が同
時に起こることを理解している。
酸化数の定義を理解している。
酸化剤・還元剤について理解し，酸化反応・
還元反応で起こるイオン反応式を書くことが
できる。
イオン反応式から反応全体の化学反応式を導
くことができる。
酸化還元反応の量的関係を理解している。
金属のイオン化傾向を，酸化還元反応と関連
付けて理解している。
　
【思考・判断・表現】
酸化数の定義を理解し，これらの定義を適用
できる反応を見出すことができる。
実験13「金属のイオン化傾向と金属樹｣を行
い，金属のイオン化傾向を系統的に整理し，
表現することができる。また，得られた知識
から，どのような反応が起こるかを推察する
ことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な現象と酸化還元反応を関連付けて考え
ることができる。
酸化還元反応に関心をもち，電子の授受とい
う観点から化学反応をとらえ，意欲的に探究
しようとする。

○ ○

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書
店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
原子は原子核と電子からなっていて，価電子
が物質の性質を決めていることを理解してい
る。
同位体についての正しい知識を身につけてい
る。
元素の性質が電子配置と関係しており，現在
の周期表がつくられていることを理解するこ
とができる。
イオン結合がイオン間の静電気的な引力によ
る結合であることを理解している。
共有結合を電子配置と関連づけて理解してい
る。
配位結合について理解している。
分子の電子式・構造式を書くことができる。
電気陰性度を理解している。
分子に働く力を理解し，分子結晶や高分子化
合物について理解している。
金属結合が自由電子の介在した結合であるこ
とを理解している。
【思考・判断・表現】
原子構造の簡単なモデルを描く技能を習得
し，的確に表現することができる。
イオンの生成を電子配置と関連づけて考える
ことができる。
イオン結合でできた物質に共通する性質につ
いて，推論することができる
水溶液中や溶融した状態のイオンの挙動をイ
メージし，表現することができる。
実験5「分子模型の製作」を通して，分子の
結合と形について考えることができる。
電気陰性度を理解し，分子の形とあわせて極
性について考えることができる。
実験6「分子の極性と溶解」を行い極性につ
いての理解を深め，実験で得た知識を発表す
ることができる。自由電子と金属の性質を結
び付けて考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
元素の性質に興味をもち，元素の性質が周期
的に変わることを探究しようとする。イオン

○

態

○

定期考査 共通問題をマークシートで行う。 ○ ○

1

単元 物質と化学結合
【知識及び技能】
元素の周期律および原子の電子配
置と周期表の族や周期との関係に
ついて理解する。陽イオンと陰イ
オン間の静電気的引力によりイオ
ン結合が形成されることを理解す
る。イオン結晶の組成式のつくり
かたやイオン結晶の性質を理解す
る｡分子中の原子の結合および分子
の構造を表す方法を理解する金属
元素の結合と性質を理解する｡ま
た，種々の金属について理解す
る。それぞれの化学結合によって
できた結晶について，その性質や
構成粒子などを比較し，理解す
る。
　
【思考力、判断力、表現力等】
元素の周期律および原子の電子配
置と周期表の族や周期との関係に
ついて理解する。イオン結晶の組
成式のつくりかたやイオン結晶の
性質を理解する｡分子中の原子の結
合および分子の構造を表す方法を
理解する｡金属元素の結合と性質を
理解する｡また，種々の金属につい
て理解する。それぞれの化学結合
でできた代表的な物質について理
解する。

【学びに向かう力、人間性等】
金属元素の結合と性質を理解する｡
また，種々の金属について理解す
る。

○

1

○

8

定期考査 共通問題をマークシートで行う。 ○

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

化学基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

配当
時数

１

学

期

単元 物質の構成
【知識及び技能】
粒子の熱運動と温度および物質の
三態変化との関係について理解す
る。原子の構造および陽子，中性
子，電子の性質を理解する。同位
体の定義とその性質を理解する｡

　
【思考力、判断力、表現力等】
粒子の熱運動と温度および物質の
三態変化との関係について理解す
る。原子の構造および陽子，中性
子，電子の性質を理解する。同位
体の定義とその性質を理解する｡

【学びに向かう力、人間性等】
元素の意味を知り，純物質のなり
たちを理解する｡

共通問題をマークシートで行う。 ○ ○ 1

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書
店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
身のまわりの物質を純物質と混合物に分類す
ることができる。
物質を探究するための具体的な方法を身につ
けている。
粒子の熱運動と粒子間にはたらく力との関係
を理解している。
　
【思考・判断・表現】
実験3「ヨウ素の分離」において，実験結果
を考察し，発表することができる。
物質の物理的，化学的性質を調べることによ
り，物質が数種類に分類できることを実験
的･論理的に考え，表現することができる。
物質の状態変化について粒子の運動をもとに
考えることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
物質の構造や性質に関する事象に関心をも
ち，意欲的に物質を探究しようとする。
身近な物質の三態変化と，粒子の熱運動と温
度との関係に関心をもち，それらを意欲的に
探究しようとする。
また，意欲的に「やってみよう」「考えてみ
よう」に取り組む。

○ ○ ○ 8

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に
付けるようにする。

理科 化学基礎
理科 化学基礎 2

化基704「化学基礎」実教出版

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

３

学

期

○ ○ 1

○ 8

定期考査 共通問題をマークシートで行う。 ○ ○ 1

2

学

期

単元 物質量と化学反応式
【知識及び技能】
非常に小さな質量の原子や分子の
質量は，12Ｃを基準にした相対質
量で表されることを知る｡また，原
子量は，同位体の各原子の相対質
量の平均値であることを理解する｡
原子量や分子量などに単位グラム
をつけた質量中には，同数の原子
や分子などが含まれることを理解
させ，その具体的な数値が6.0×
1023個で，この粒子の集団を1 mol
ということを知る｡溶液の濃さを表
す方法を学習し，質量パーセント
濃度，モル濃度の計算を習得す
る。簡単な化学反応式とイオン反
応式が書けるようになる。
　
【思考力、判断力、表現力等】
非常に小さな質量の原子や分子の
質量は，12Ｃを基準にした相対質
量で表されることを知る｡また，原
子量は，同位体の各原子の相対質
量の平均値であることを理解する｡
簡単な化学反応式とイオン反応式
が書けるようになる。

定期考査 共通問題をマークシートで行う。

・指導事項
・教材
・一人１台端末の活用　等

【知識・技能】
原子量･分子量･式量と物質量の関係を論理
的･分析的･包括的に理解している。
物質量を用いた基本的な計算ができる。
化学式が使用できるとともに，原子量･分子
量･式量･物質量の知識を身につけている。
物質量と気体の体積の関係を理解している。
モル濃度が，溶液の体積と溶質の物質量との
関係を表していることを理解している。
溶液調製に必要な実験器具を適切に取り扱
い，目的とする濃度の水溶液を調製する技能
を習得している。基本的な化学式，化学反応
式を書く技能を習得している。
　
【思考・判断・表現】
質量パーセント濃度とモル濃度の違いを表現
することができる。
化学式，化学反応式を書く技能を習得し，的
確に表現することができる。
実験8「化学反応式の量的関係」を行い，反
応式の係数が，物質量の比を表していること
を見出すことができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
溶液の濃度の表し方について探究しようとす
る。
いろいろな物質の化学変化に注目し，化学変
化の量的関係を物質量と関連づけて考察しよ
うとするとともに，意欲的にそれらを探究し
ようとする。

○ ○ ○ 8

定期考査

単元 酸と塩基
【知識及び技能】
水素イオン濃度とpHとの関係を知
り，pHの値で，水溶液の酸性・塩
基性の程度がわかることを理解す
る。酸と塩基が反応するとたがい
の性質を打ち消し，塩を生成する
ことを理解し，また，塩の分類と
塩の水溶液の液性を理解する。H＋
とOH－とが1：1で反応することを
知り，また，中和滴定の計算を理
解する。

【学びに向かう力、人間性等】
酸と塩基が反応するとたがいの性
質を打ち消し，塩を生成すること
を理解し，また，塩の分類と塩の
水溶液の液性を理解する。H＋とOH
－とが1：1で反応することを知
り，また，中和滴定の計算を理解
する。

・教材
　新ゼミナール化学基礎　浜島書
店
・一人１台端末の活用

【知識・技能】
酸･塩基の定義を理解し，日常生活と関連つ
けて酸･塩基の反応を捉えることができる。
酸･塩基の価数・強弱の関係を理解してい
る。酸性，塩基性の程度とpHの関係を理解し
ている。
実験10「pHの測定」を行い，pH試験紙やpH
メーターでいろいろな溶液や身近な物質のpH
を測定する技能を習得している。
中和反応における量的関係を理解している。
実験11「中和滴定」を行い，メスフラスコ，
ビュレット，ホールピペットなどの実験器具
の取り扱いを習得している。
酸･塩基の量的関係から濃度未知の酸や塩基
の濃度を実験で求める技能を習得している。
　
【思考・判断・表現】
酸･塩基の化学式や酸･塩基の反応を通して，
酸と塩基の共通性を見出し，酸･塩基の定義
を理解できる。酸･塩基の価数・強弱の関係
を理解し，電離度に関連付けて考察すること
ができる。
実験10「pHの測定」を行い，さまざまな酸・
塩基の強弱について考察することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
酸・塩基はどのような物質であるか探究する
とともに，酸性，塩基性の程度を表す方法を
探究しようとする。

○ ○ ○ 8



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

生物の特徴
【知識及び技能】
生物の特徴について，次のことを理
解するとともに，それらの観察，実
験などに
関する技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
生物の特徴について，観察，実験な
どを通して探究し，多様な生物がも
つ共通の
特徴を見いだして表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度と，
生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態
度を養う。

【指導事項】
・探究のプロセスや手法を理解す
る。顕微鏡の使い方を習得する。
・多様な生物にも共通性があるこ
とを理解する。多様な生物に共通
性が見られる理由について理解す
る。
・生命活動にはエネルギーが必要
であることを理解する。生命活動
にはATPのエネルギーが利用されて
いることを理解する。
・呼吸や光合成ではATPが合成され
ていることを理解する。生体内の
化学反応が，酵素のはたらきに
よって進行していることを理解す
る。
・DNA の構造に関する資料に基づ
いて，遺伝情報を担う物質として
のDNA の特徴を見いだして理解す
るとともに，塩基の相補性とDNA
の複製を関連付けて
理解すること。

【知識・技能】
　顕微鏡の使用方法や、グラフ等の読み取り
方法を理解している。実験方法や歴史から情
報を収集し、読み取り、まとめる基礎的・基
本的な技能を身に付いている。

【思考・判断・表現】
　実験結果やグラフ等を用いた効果的な伝え
方について、多面的・多角的に考察し、表現
することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　顕微鏡を用いて探究的に学ぼうとする態度
がある。クラスメイトと話し合いの中で積極
的に問題を解決しようとする姿勢が見られ
る。１

学
期

30

２
学
期

３
学
期

合計

70

15

○ ○ ○ 25

ヒトの体の調節
【知識及び技能】
ヒトの体の調節について，次のこと
を理解するとともに，それらの観
察，実験な
どの技能を身に付けること。

【思考力、判断力、表現力等】
ヒトの体の調節について，観察，実
験などを通して探究し，神経系と内
分泌系に
よる調節及び免疫などの特徴を見い
だして表現すること。

【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度と，
生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態
度を養う。

C 生物の多様性と生態系
【知識及び技能】
生物の多様性と生態系について，次
のことを理解するとともに，それら
の観察，
実験などに関する技能を身に付ける
こと。また，生態系の保全の重要性
について認
識すること。

【思考力、判断力、表現力等】
生物の多様性と生態系について，観
察，実験などを通して探究し，生態
系におけ
る，生物の多様性及び生物と環境と
の関係性を見いだして表現するこ
と。

【学びに向かう力、人間性等】
生物や生物現象に主体的に関わり，
科学的に探究しようとする態度と，
生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態
度を養う。

○

【知識・技能】
・体内での情報伝達が，からだの状態の調節
に関係していることを理解する。
・自律神経系と内分泌系が，からだを調節す
るしくみを理解する。
・自律神経系と内分泌系のはたらきによって
血糖濃度が調節されるしくみを理解する。
・糖尿病の原因を理解する。
・自然免疫・適応免疫のしくみと，それには
たらく細胞の役割を理解する。
・免疫記憶のしくみを理解する。
・免疫のはたらきが低下したり過敏になった
りすることで起こる病気や，免疫のしくみを
利用した医療について理解する。

【思考・判断・表現】
・運動によって心拍数が増加するしくみを考
察し，説明できる。
・健康な人の食事の前後における血糖濃度・
インスリン濃度のグラフをもとに，血糖濃度
とインスリン分泌の関係に気づき，説明でき
る。
・健康な人と糖尿病患者の食後の血糖濃度・
インスリン濃度のグラフの比較に基づいて，
糖尿病患者の血糖濃度が低下しない理由を考
察し，説明できる。
・同じ抗原が2回体内に侵入したときの抗体産
生量のグラフから，抗体産生の速さや抗体量
の違いを読み取り，説明できる。
・免疫の学習内容をもとに，未知の病原体に
対する免疫のはたらきを考察し，自分の考え
を述べることができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
身近な経験から、クラスメイトと話し合いの
中で積極的に問題を解決しようとする姿勢が
見られる。

○

理科 生物基礎

観察，実験などを行い，科学的に探究する
力を養う。

自然の事物・現象についての理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。

日常生活や社会との関連を図りながら，生物や
生物現象について理解するととも
に，科学的に探究するために必要な観察，実験
などに関する基本的な技能を身に付
けるようにする。

理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

高等学校　生物基礎　数研出版

理科

観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

自然の事物・現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度を養う。

○

態思

生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探
究しようとする態度と，生命を尊
重し，自然環境の保全に寄与する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

配当
時数

【指導事項】
・植生の遷移に関する資料に基づ
いて，遷移の要因を見いだして理
解すること。
また，植生の遷移をバイオームと
関連付けて理解すること。
・生態系と生物の多様性に関する
観察，実験などを行い，生態系に
おける生物の
種多様性を見いだして理解するこ
と。また，生物の種多様性と生物
間の関係性とを関連付けて理解す
ること。
・生態系のバランスに関する資料
に基づいて，生態系のバランスと
人為的攪乱を関連付けて理解する
こと。また，生態系の保全の重要
性を認識すること。

【知識・技能】
　生態系の関係図や、グラフ等の読み取り方
法を理解している。資料や観察から情報を収
集し、読み取り、まとめる基礎的・基本的な
技能を身に付いている。

【思考・判断・表現】
　実験結果やグラフ等を用いた効果的な伝え
方について、多面的・多角的に考察し、表現
することができる。

【主体的に学習に取り組む態度】
　様々な活動の中で探究的に学ぼうとする態
度がある。クラスメイトと話し合いの中で積
極的に問題を解決しようとする姿勢が見られ
る。

○

【指導事項】
・体の調節に関する観察，実験な
どを行い，体内での情報の伝達が
体の調節に関係していることを見
いだして理解すること。
・体内環境の維持の仕組みに関す
る資料に基づいて，体内環境の維
持とホルモンの働きとの関係を見
いだして理解すること。また，体
内環境の維持を自律神経と関連付
けて理解すること。
・免疫に関する資料に基づいて，
異物を排除する防御機構が備わっ
ていることを見いだして理解する
こと。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】

○ ○



週ごとの指導計画（単元指導計画）

高等学校 令和６年度(1学年用)  教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

題材の評価規準：

歌 器 創

１
，
２
組

３
，
４
組

５
，
６
組

７
，
８
組 組 組

ギター
弾き語り

鑑賞 ハイスクールミュージカル

4/18,25,5/9

5/16,30,
6/6,13,20,27

9/5,19,26,
10/10,24.
11/7,14

11/28,12/5

自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫する
ことや、音楽を評価しながらよさや美しさを自ら
味わって聴くことが出来るようになる。

主体的、協働的に音楽の幅広い活動に取り組
み、生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むと
ともに、感性を高め、音楽文化に親しみ、音楽
によって生活や社会を明るく豊かにしていく態
度を養う。

○

○ ○

1/16,23,,2/20

表現

指導項目・内容

校歌

Plymouth Rock

カントリーロード
日曜日よりの使者
夢の中へ

○

【知識・技能】
創意工夫を生かした歌
唱表現をするために必
要な，他者との調和を
意識して歌う技能，及
び合唱の表現形態の特
徴を生かして歌う技能

○ ○ ○

【知識・技能】
創意工夫を生かした器
楽表現をするために必
要な，曲にふさわしい
奏法，身体の使い方な
どの技能を身に付け，
器楽で表している。

○ ○

○

【知識・技能】
音楽の特徴と他の芸術
との関わりについて理
解している。
【思考・判断・表現】
曲や演奏に対する評価
とその根拠につい

○ ○ ○

3
学
期

○

合唱 あなたへ

具体的な指導目標

【思考・判断・表現】

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを味わうことができる。

【 知　識　及　び　技　能 】

○

1
学
期

○○

歌唱

ボディーパーカッション

○ ○○

曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などと
の関わり及び音楽の多様性について理解すると
ともに、創意工夫を生かした音楽表現をするた
めに必要な技能を身に付ける。

MOUSA1

2
学
期

【知識・技能】
きちんとした発声を意
識しているか。
【思考・判断・表現】
曲想に合った音色で
歌っているか。
【主体的に学習に取り

保谷 芸術科

鑑
賞

芸術に関する特質について理解し、表現するための技能を身に付ける。

評価の方法知 思 態

○

【知識・技能】
曲にふさわしい奏法，
身体の使い方などの技
能，及び他者との調和
を意識して演奏する技
能を身に付け，表して
いる。

実績(実施日）

○

音楽Ⅰ
芸術科 音楽Ⅰ

互いの存在、表現を認め合い、高め合う力を育成する。

【知識・技能】

2

【主体的に学習に取り組む態度】



週ごとの指導計画（単元指導計画）　新様式例

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書：（ ）

使用教材： （ ）

題材の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

題材名： （ ）

題材の評価規準：

実施予定： 月 週 ～ 月 週

絵
・
彫

デ 映

１
・
２
組

３
・
４
組

５
・
６
組

７
・
８
組 組 組

芸術 美術Ⅰ
芸術 美術Ⅰ 2

美術Ⅰ

教科書、ワークシート、粘土、芯棒

【 知　識　及　び　技　能 】材料や用具の特性を生かして制作する

身近な人や動物から感じ取った生命感を，立体感や量感を意識して彫刻で表す

生命感をあらわした作品に関心をもち、身近な人や動物などから感じ取った生命感から主題を生成する

1 2 3 3

具体的な指導目標 指導項目・内容

生命感をあらわす

【知識・技能】 【思考・判断・表現】 【主体的に学習に取り組む態度】

形や色、材料、光などが感情にもたらす効果
や、量感や質感、動勢などの造形的な特徴など
をもとに、生命感をあらわした身近な人や動物
の彫刻を、全体のイメージや作風などで捉える
ことを理解している。

人は動物などを見つめて感じ取った生命感など
から主題を生成し、材料の特性を生かし、質
感、動勢などについて考え、創造的な表現の構
想を練っている。

主体的に人や動物などを見つめ、感じ取った生
命感をもとにした表現の創造活動に取り組もう
としている。

実績(実施日）表現
鑑
賞

知 思 態 評価の方法

第
２
～

３
時

手の仕組みの理解
鉛筆デッサンによる、立体感の表現

手のデッサン２

〇

観察
作品

観察
作品

第
1
～

２
時

手の仕組みの理解

手の骨組みを理解した上での芯棒制
作
芯棒及び粘土・ヘラ等の用具一式の
片づけ方法

芯棒制作・粘土粗付け

〇

手のデッサン１

〇

第
５
～

６
時

手の厚みや指の太さ、関節の節くれ
などよく観察して表現する

粘土粗付け～細かな造形

〇

第
４
～

５
時

第
６
～

７
時

爪や皺をよく観察し表現する 細かな造形～仕上げ

〇

第
８
～

９
時

第
７
～

８
時



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

漢
仮

漢 仮

○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ 4

○ ○ ○ ○ ○ 12

○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ 2

○ ○ ○ ○ ○ 6

合

計

60

書の表現の方法や形式、多様性などについ
て幅広く理解するとともに、書写能力の向
上を図り、書の伝統に基づき、効果的に表
現するための基礎的な技能を身に付けるよ
うにする。

書のよさや美しさを感受し、意図に基づい
て構想し表現を工夫したり、作品や書の伝
統と文化の意味や価値を考え、書の美を味
わい捉えたりすることができるようにす
る。

主体的に書の幅広い活動に取り組み、生涯
にわたり書を愛好する心情を育むととも
に、感性を高め、書の伝統と文化に親し
み、書を通して心豊かな生活や社会を創造
していく態度を養う。

書写から書道へ

【知識及び技能】
小・中学校国語科書写と高等学校
芸術科書道の学習の違いを確認す
る

【学びに向かう力、人間性等】
芸術科書道への関心・意欲を高
め、書に対する感性を豊かにし、
書を愛好する心情を養う。

①「風花」の文字の違いについて
何が違うか確認する。

②教科書P126「書写で学習したこ
と」を参照し、筆使い、字形、大
きさと配列など小・中学校の国語
科書写で学習した内容を確認する

③硬筆で主に字形、毛筆で筆使い
を確認する。

※教材　書道用具一式・教科書
（以後、毎回持参、使用する）

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

【知識・技能】
　古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりに
ついて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
　楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
　主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活
動に取り組もうとしている。

【知識・技能】
書道の分野や書道で学習すること、小・中学
校国語科書写で学習した内容を理解してい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
芸術科書道で学習する内容に関心をもち、主
体的に取り組もうとしている。

「九成宮醴泉銘」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて工夫する。古典の価値とそ
の根拠について考え、書の良さや
美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①「九成宮醴泉銘」が作られた経
緯や書風、内容と大意、欧陽詢の
人物像を理解する。

②「九成宮醴泉銘」を鑑賞し、直
線的で鋭い点画や背勢がもたらす
厳格な書風を感じ取る。

③横画や転折など、特徴的な点画
を繰り返し書き、鋭く打ち直すよ
うな転折の用筆を習得する。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立、
書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解
する。技能、線質、字形や構成を生かした表
現を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫してい
る。
古筆の価値とその根拠について考え、書の良
さや美しさを味わって捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果との関わり、書
体や書風と用筆・運筆との関わりについて理
解している。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成について構想し工夫し
ている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

「孔子廟堂碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
　楷書の古典の書体や書風に即し
た用筆・運筆・字形・全体の構成
について工夫する。
古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
　幅広い表現と鑑賞の学習活動に
主体的に取り組み、書に対する感
性を豊かにし、書を愛好する心情

①「孔子廟堂碑」が作られた経緯
や書風、内容と大意、虞世南の人
物像を理解する。

②「孔子廟堂碑」を鑑賞し、伸び
やかな点画や向勢で丸みのある字
形がもたらす柔和な書風を感じ取
る。

③横画や転折、右払いなど、特徴
的な点画を繰り返し書き、ゆった
りとした運筆やリズムを習得す
る。

仮名の書

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わ
りについて理解する。
日本の文字と書の伝統と文化、仮
名の成立、書の伝統的な鑑賞の方
法や形態について理解する。技
能、線質、字形や構成を生かした
表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・
運筆・字形・全体の構成について
構想し工夫する。
古筆の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

●仮名の成立と種類

①漢字の伝来から仮名の成立に至
る過程で発生した仮名の種類を理
解する。

②現在使われている一字一音のひ
らがなに統一された経緯を知り、
ひらがなと変体仮名の違いを理解
する。

③片仮名の成立と字源について理
解する。

●仮名の筆使い

①小筆の持ち方、扱いかたを知
り、仮名の基本的な用筆・運筆を
理解する。

●平仮名と変体仮名

①「いろは」歌を使って字母を知
り、正確に字形を捉える。

②基本的な筆使いを繰り返し練習
し、仮名特有の用筆・運筆を習得

創作「大字」

【知識及び技能】
用具・用材の特徴と表現効果との
関わり、書体や書風と用筆・運筆
との関わりについて理解する。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆、字形、全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

「今年の自分をあらわす漢字」

①書く漢字を決め、五体字類を
使って字調べをする。

②自分の表現したい字体、構成を
考え作品の構成を練る。

③試作を重ね表現を工夫し、落款
を入れて作品を仕上げる。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。
拓本での手本の見方、注意点やその価値を理
解している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
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【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体としての性質を再
確認し、行書を楷書と比較して、点画の丸
み、連続、省略などの特徴を理解している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
付ける。また全体の構成について構想し工夫
している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

【知識・技能】
線質、字形、構成などの要素と表現効果や風
趣との関わり、漢字仮名交じりについて理解
している。目的や用途の即した表現、漢字と
仮名の調和した線質による表現の技能を身に
付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形。文字の大きさ、
全体の構成の即した表現形式、意図に基づい
た表現について構成し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字仮名交じりの書の幅広い表現と
鑑賞の学習活動に主体的に取り組もうとして
いる。
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唐の四大家まとめ

【知識及び技能】
初唐の三大家と太宗皇帝の関係に
ついて理解する。唐の四大家の人
柄や政治的立場など、その人物像
を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
四大家それぞれの書風に即した用
筆・運筆・字形について構想し工
夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

①初唐の三大家と太宗皇帝の関係
について理解する。

②唐の四大家の人柄や政治的立場
など、その人物像を理解する。

③四大家それぞれの書風に即した
用筆・運筆・字形について構想し
工夫する。

④半紙に対して名前もふくめて四
文字を適切な大きさと配置で書
く。

⑤表装機を使って半紙作品の裏打
ちをする。

⑥拓本の採り方を知る。

「行書」文字の造形を学ぶ

【知識及び技能】
行書の成立過程や通行書体として
の性質を再確認し、行書を楷書と
比較して、点画の丸み、連続、省
略などの特徴を理解する。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
また全体の構成について構想し工
夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

行書を書く
中学校書写での手本を使って行書
の特徴をおさらいしながら書く。

漢字仮名交じりの書

【知識及び技能】
　目的や用途の即した表現、漢字
と仮名の調和した線質による表現
の技能を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
漢字と仮名の調和した字形。文字
の大きさ、全体の構成の即した表
現形式、意図に基づいた表現につ
いて構成し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を
養う。

好きな言葉を書く

①書く言葉を決め、表現のイメー
ジを明確にもつ。

②書体・書風、紙面構成などの観
点で作品の構成を練る。

③試作を重ね表現を工夫し、落款
を入れて作品を仕上げる。

④生徒同士で作品を鑑賞し合い、
学習の成果を交流する。

 隷書「曹全碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
隷書の古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解す
る。
隷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
隷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①隷書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「曹全碑」が作られた経緯や書
風について理解する。

③「曹全碑」を鑑賞・臨書し、八
分隷特有の扁平な字形、蔵鋒、中
鋒などの用筆、また、波磔、転
折、右払い、左払いなどの形と用
筆を理解する。

【知識及び技能】
隷書の書体の成立と関わりについて理解して
いる。
隷書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関
わりについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
書風に即した用筆・運筆・字形・全体の構成
について構想し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

 篆書「泰山刻石」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
篆書の古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解す
る。
篆書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
篆書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①篆書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「泰山刻石」が作られた経緯や
書風について理解する。

③「泰山刻石」を鑑賞・臨書し、
小篆特有の縦長で左右対称の構え
や水平・垂直を基本とする点画構
成、均一扁平な線の太さ、蔵鋒、
中鋒などの用筆を理解する。

【知識及び技能】
篆書の書体の成立と関わりについて理解して
いる。
篆書の古典の書体や書風と用筆・運筆との関
わりについて理解している。

【思考力、判断力、表現力等】
書風に即した用筆・運筆・字形・全体の構成
について構想し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうとしている。

「高野切第三種」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わ
りについて理解する。
日本の文字と書の伝統と文化、仮
名の成立、書の伝統的な鑑賞の方
法や形態について理解する。技
能、線質、字形や構成を生かした
表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・
運筆・字形・全体の構成について
構想し工夫する。
古筆の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって
捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主

①「高野切」の伝来と意味、和歌
の内容と大意、書風や料紙につい
て理解する。

②臨書する部分を観察し、連綿や
筆脈の流れ、墨継ぎの場所を確認
する。

③適切な墨の濃さ・量・字の大き
さに留意し、伸びやかな仮名の美
しさを表現する。

④仮名半紙で練習し、料紙(短冊も
しくは半懐紙)に清書する。

【知識及び技能】
線質や書風と用筆・運筆との関わりについて
理解している。
日本の文字と書の伝統と文化、仮名の成立、
書の伝統的な鑑賞の方法や形態について理解
する。技能、線質、字形や構成を生かした表
現を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力等】
仮名の古筆や書風に即した用筆・運筆・字
形・全体の構成について構想し工夫してい
る。
古筆の価値とその根拠について考え、書の良
さや美しさを味わって捉えている。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主体的に取り
組もうといている。

王羲之『蘭亭序』鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　行書の古典の書体や書風と用
筆・運筆との関わりについて理解
する。
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。
また全体の構成について構想し工
夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①王羲之「蘭亭序」を鑑賞し、抑
揚を利かせた用筆や、筆脈により
自在に変化する文字の姿を感じ取
る。

②書道史における書聖・王羲之と
「蘭亭序」の価値を理解し、その
書風や内容を理解する。

③鑑蔵印の用途と「蘭亭序」の押
された印の由来を理解する。

④筆脈と抑揚を意識して臨書す
る。

⑤臨書作品を鑑賞し、自己評価と
他者評価をする。

【知識及び技能】
・行書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関
わりについて理解している。
・行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を身
に付けている。またそれらについて構想し工
夫している。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

空海「風信帖」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
　行書の古典の書体や書風と用
筆・運筆との関わりについて理解
する。
行書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①空海の人物像や書道史における
位置づけについて理解する。

②「風信帖」が書かれた経緯や書
風、文章の内容と大意を理解す
る。

③重厚感のある用筆、安定した字
形など確認する。

④鑑賞・臨書を通して用筆や字形
などの特色を理解する。

⑤「蘭亭序」と比較して共通点な
どを見つけ、空海が王羲之の影響
を受けたことを理解する。

【知識及び技能】
行書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関わ
りについて理解している。
行書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の技
能、線質、字形や構成を生かした表現を身に
付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
行書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

草書「真草千字文」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
草書の古典の書体や書風と用筆・
運筆との関わりについて理解す
る。
草書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける。

【思考力、判断力、表現力等】
草書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて構想し工夫する。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性

①草書の成立過程や通行書体とし
ての性質を確認する。

②「真草千字文」が作られた経緯
や書風について理解する。

③「真草千字文」を鑑賞・臨書
し、草書の特徴である点画の連続
や省略、柔らかく丸みのある用筆
などを理解する。

【知識及び技能】
・草書の古典の書体や書風と用筆・運筆の関
わりについて理解している。
・草書の古典に基づく基本的な用筆・運筆の
技能、線質、字形や構成を生かした表現を身
に付けている。
　
【思考力、判断力、表現力等】
草書の古典の書体や書風に即した用筆・運筆
の技能、線質、字形、全体の構成ついて構想
し工夫している。

【学びに向かう力、人間性等】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

表現

「雁塔聖教序」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて工夫する。古典の価値とそ
の根拠について考え、書の良さや
美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①「雁塔聖教序」が作られた経緯
や書風、内容と大意、褚遂良の人
物像を理解する。

②「雁塔聖教序」を鑑賞し、行書
的な用筆による変化に富んだ点画
や、横画の強調がもたらす動きの
ある書風を感じ取る。

③横画を繰り返し書き、蔵鋒や抑
揚を利かせた用筆を習得する。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

「顔氏家廟碑」鑑賞と臨書

【知識及び技能】
楷書の古典に基づく基本的な用
筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付ける
　
【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典の書体や書風に即した
用筆・運筆・字形・全体の構成に
ついて工夫する。古典の価値とそ
の根拠について考え、書の良さや
美しさを味わって捉える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①「顔氏家廟碑」が作られた経緯
や書風、内容と大意を理解する。

②「顔氏家廟碑」を鑑賞し、肉太
の点画や向勢の構えがもたらす力
感あふれる書風を感じ取る。

③顔真卿の人物像や歴史における
位置付けを理解する。

④蚕頭燕尾、正方形のフォルムで
明朝体活字のデザインにも影響を
与えていることを知る。

【知識・技能】
古典の書体や書風と用筆・運筆の関わりにつ
いて理解している。
基本的な用筆・運筆の技能、線質、字形や構
成を生かした表現を身に付けている。またそ
れらについて構想し工夫している。主体的に
漢字の幅広い表現の学習活動に取り組もうと
している。

【思考・判断・表現】
楷書の古典の書体や書風に即した用筆・運
筆・字形・全体の構成について構想し工夫し
ている。古典の価値とその根拠について考
え、書の良さや美しさを味わって捉えてい
る。

【主体的に学習に取り組む態度】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動

創作「夏をあらわす言葉」

【知識及び技能】
　四大家それぞれの特徴をいかし
た創作作品を書く。

【思考力、判断力、表現力等】
楷書の古典で学んだ用筆・運筆・
線質・字形を生かし、言葉に合っ
た表現と構成を考える。

【学びに向かう力、人間性等】
幅広い表現と鑑賞の学習活動に主
体的に取り組み、書に対する感性
を豊かにし、書を愛好する心情を

①歳時記「夏」より言葉を選び、
文字の向きや余白を考え、構成に
工夫をして書く。

②創作の場合の名前の書き方を知
り、本文に合った配置と大きさを
考える。

【知識および技能】
四大家それぞれの古典の特徴をいかした表現
を身に付けている。

【思考力、判断力、表現力】
楷書の古典で学んだ用筆・運筆・線質・字形
を生かし、言葉に合った表現と構成の工夫を
している。

【学びに向かう力、人間性】
主体的に漢字の幅広い鑑賞と表現の学習活動
に取り組もうとしている。

○

○

○

○

鑑

賞

○

○

○

○

光村図書　書Ⅰ

芸術

【 知　識　及　び　技　能 】芸術に関する各科目の特質について理解するとともに、意図に基づいて表現するための技能を身に付けるようにする。

創造的な表現を工夫したり、芸術のよさや美しさを深く味わったりすることができるようにする。

生涯にわたり芸術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、心豊かな生活や社会を創造してい
く態度を養い、豊かな情操を培う。

書道Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

保谷 芸術 書道Ⅰ
芸術 書道Ⅰ 2



年間授業計画

高等学校 令和６年度（1学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

1中間考査

Lesson 7
Technology and Discoveries
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】人が偶然に
思いがけない発見をすることがある。偶然
の発見の面白さを感じてもらう。

聞くこと・科学イベントの講演の内容を
聞く
読むこと・形式主語のit、be動詞の補語
になるthat節の文の構造を理解する
話すこと・歴史上最も偉大な発明は何か
について話あう
書くこと・電子書籍より紙の書籍を好む
理由を書く
毎時間一人一台端末を使用予定

〇 〇 〇 〇

保谷

8

外国語 英語コミュニケーションⅠ 4

領域

１
学
期

Lesson 1
Intercultural Relaitionships
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】ワシントン
の桜の木を通して異文化理解に触れる

聞くこと・強弱のリズム
読むこと・5文型、受動態、不定詞
を用いた文の構造の理解
話すこと・内容についてのリテリン
グ
書くこと・アメリカからの交換留学
生に自己紹介のメールを書く
毎時間一人一台端末を使用予定

○ 〇 〇

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

語彙、表現、文の構造、言語の働き、音の変化
などについて、日本語と外国ととの違いに気づ
き、これらの知識を理解する。

語順やパラグラフの論理展開を意識しながら、文章
を正しく読み取り、正しい語順や語彙で自分の気持
ちが考えを伝え合うことができる。

ELEMENT Ⅰ啓林館   ELEMENT ⅠWorkbook Standard

140

知

【学びに向かう力、人間性等】

communication in Practice 1
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】アミューズ
メントパークの専門用語を学び、相手に提
案したり説得するなどコミュニケーション
を円滑にする言い方などをおさえる

読むこと・アミューズメントパークのパ
ンフレットを読み、必要な情報を読み取
る
話すこと・どの順番でアトラクションや
アクティビティ、昼食をとるかについて
話ある。
書くこと・これまで行ったことのあるア
ミューズメントパークのおすすめを書く

〇 〇 〇

Lesson 2
Love beyond Species
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】野生の動物
との交流を通じて動物が人間に対する愛が
あるのかを問う

聞くこと・つながりやすい音を聞き取る
読むこと・現在完了形・現在完了進行
形・分詞の限定用法を用いた文の構造を
理解する。
話すこと・内容についてのリテリング
書くこと・ストーリーレポートを書く
毎時間一人一台端末を使用予定 〇 ○

定期考査

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson 4
Messages for World Peace
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】二重被ばく
の現実を知らせるとともに平和について考
えさせる

外国語

日常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなどの概要や要点、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり
伝え合ったりすることができる力を養う。
外国語の背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮しながら主体的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする
態度を養う

英語コミュニケーションⅠ

聞くこと・具体的な諸注意やアナウンス
を聞き取る
読むこと・過去完了形・近く動詞を用い
た文の構造を理解する
話すこと・山口さんの願いを継ぐために
自分たちがすべきことを話あう
書くこと・平和について自分の意見を書
く
毎時間一人一台端末を使用予定

〇 ○ 〇

Lesson 3
Contributing to Our Planet
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】バリ島のプ
ラスティック問題について考え、地球規模
の環境問題を考えさせる

聞くこと・消える音・弱くなる音を
聞き取る
読むこと・関係代名詞、使役動詞を
用いた文の構造を理解する
話すこと・身近な環境問題について
話合う。
書くこと・ボランティアに参加する
ように誘うメールを書く。
毎時間一人一台端末を使用予定

中間考査

〇

態

【 知　識　及　び　技　能 】外国語の音声や語句、表現、文法、言語の働きなど理解を深めるとともに、状況などに応じて適切に活用できる技能身に付ける

○○

○ ○

○

1

15

14

13

〇 〇

○

３
学
期

Lesson 8
Standing Up for Human Rights
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】南アフリカ
で行われたサッカーワールドカップの1つ
の試合を通じて登場人物の心情をおさえる

聞くこと・人権を守る試みについての会
話を聞き取る
読むこと・仮定法過去、仮定法過去完
了、過去完了進行形の文の構造を理解す
る
話すこと・内容のリテリングをする
書くこと・人権の状況の変化を時系列に
沿って書く
毎時間一人一台端末を使用予定

〇 〇 〇

Lesson ６
Language and Culture
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】言葉には力
があり物語には人と人をつなぐ力があるこ
とを理解させる。

聞くこと・ラジオニュースを聞き取る
読むこと・関係代名詞の非制限用法、分
詞構文を用いた文の構造の理解
話すこと・内容についてのリテリングを
する
書くこと・日本文化を楽しめる場所の発
表
毎時間一人一台端末を使用予定

〇 〇

２
学
期

Lesson 5
Respecting Each Other
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】野球の投手
と誤審を行った審判についての物語を読み
登場人物の心情をおさえる

聞くこと・身近な人や物について話して
いる会話を聞き取る
読むこと・関係代名詞のwhat,　関係副詞
を用いた文の構造を理解する
話すこと・内容についてのリテリングを
する
書くこと・困難な状況にある友人を元気
づけるメールを書く
毎時間一人一台端末を使用予定

〇 〇

合
計

〇

〇

〇

〇

〇

〇〇 〇

(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を十分理解し、正確に内容を聞き
取って解答することが出来る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して
読むことができる。
(S)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を理解し、口頭でのやり取におい
て正確に用いることができる。
(W)本課で扱う文法の用法や意味を理解

〇 〇

(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を十分理解し、正確に内容を聞き
取って解答することが出来る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して
読むことができる。
(S)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を理解し、口頭でのやり取におい
て正確に用いることができる。
(W)本課で扱う文法の用法や意味を理解
し、書く活動において正確に用いることが
できる。
(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を十分理解し、正確に内容を聞き
取って解答することが出来る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して
読むことができる。
(S)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を理解し、口頭でのやり取におい
て正確に用いることができる。
(W)本課で扱う文法の用法や意味を理解
し、書く活動において正確に用いることが

○

(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を十分理解し、正確に内容を聞き
取って解答することが出来る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して
読むことができる。
(S)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を理解し、口頭でのやり取におい
て正確に用いることができる。

〇 〇 〇

〇 〇

〇

〇

○ 〇

授業や課題に主体的に取り組み英語を用いてコ
ミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

〇

〇

〇

〇

○〇

〇

〇

〇

(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を十分理解し、正確に内容を聞き
取って解答することが出来る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して
読むことができる。
(S)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を理解し、口頭でのやり取におい
て正確に用いることができる。
(W)本課で扱う文法の用法や意味を理解
し、書く活動において正確に用いることが
できる。

外国語

15

14

1

15

14

○

○

○

○

○ ○

○ ○

評価規準

(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用法や意味を十
分理解し、正確に内容を聞き取って解答することが出来
る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して読むことがで
きる。
(S)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用法や意味を理
解し、口頭でのやり取において正確に用いることができ
る。
(W)本課で扱う文法の用法や意味を理解し、書く活動に
おいて正確に用いることができる。

(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を十分理解し、正確に内容を聞き
取って解答することが出来る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して
読むことができる。
(S)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を理解し、口頭でのやり取におい
て正確に用いることができる。
(W)本課で扱う文法の用法や意味を理解
し、書く活動において正確に用いることが
できる。

(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を十分理解し、正確に内容を聞き
取って解答することが出来る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して
読むことができる。
(S)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を理解し、口頭でのやり取におい
て正確に用いることができる。
(W)本課で扱う文法の用法や意味を理解
し、書く活動において正確に用いることが
できる。

(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を十分理解し、正確に内容を聞き
取って解答することが出来る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して
読むことができる。
(S)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を理解し、口頭でのやり取におい
て正確に用いることができる。
(W)本課で扱う文法の用法や意味を理解
し、書く活動において正確に用いることが
できる。

配

当

時

数

英語コミュニケーションⅠ

思

15

further Reading １
Toward Sustainable Development Goals
【知識・技能】文法・語彙・文の構造
【思考力・判断力・表現力等】英作文・ス
ピーキングでの表現
【学びに向かう力・人間性等】SDGsのス
ピーチを通して真実とは何かを問う

読むこと・SDGsについてのスピーチを読
み、情報の事実と意見を整理する。

〇 〇

(L)本課で扱う文法・語彙・慣用表現の用
法や意味を十分理解し、正確に内容を聞き
取って解答することが出来る。
(R)本課で扱う文法・語彙を理解運用して
読むことができる。 〇 〇 〇 14



年間授業計画

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

使用教科書： FACTBOOK English Logic and ExpressionⅠ FACTBOOK English Logic and Expression Workbook Essetial Ⅰ

教科 の目標：

科目 の目標：

聞 読

話

[

や

]

話

[

発

]

書

5

1

5

6

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

他者を尊重し，聞き手・読み手・話し手・書き
手に配慮しながら，外国語で聞いたり読んだり
したことを活用して，自分の意見や考えなどを
話したり書いたりして表現しようとする態度を
養う。

○

○

○

○

○

〇

○○

○

○

5

【知識及び技能】
動名詞（動名詞の意味上の主語／否定形・受動態）
の意味や様々な用法，誘う・申し出る表現を理解し
ている。動名詞（動名詞が表す＜時＞／動名詞・不
定詞を目的語とする動詞）の意味や様用法，推薦す
る表現を理解している。情報や考え，気持ちなどを
理由や詳細・具体例とともに話して伝え合う技能、
書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

思

○

○

○

○ ○

○ ○

○

○ ○

○ ○

評価規準

【知識及び技能】
様々な疑問文や命令文，感嘆文の意味や用法，相手
の発話に応答する表現を理解している。単文・重
文・複文の構造や意味や用法，理由を述べる表現を
理解している。情報や考え，気持ちなどを理由や詳
細・具体例とともに話して伝える技能、書く技能を
身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝えている。情報や考え，気持ちなどを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝えようとしている。情報や考え，気持ちなど
を整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとしてい
る。

【知識及び技能】
文型と動詞の意味や用法，賛成・反対する表現を理
解している。複雑な文型や動詞の意味や用法，聞き
直す表現を理解している。情報や考え，気持ちなど
を理由や詳細・具体例とともに話して伝え合う技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝え合っている。情報や考え，気持ちなどを整
理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例とともに話
して伝え合おうとしている。情報や考え，気持ちな
どを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

【知識及び技能】
現在完了形、過去完了形、未来完了形、現在完了進
行形を理解している。情報や考え，気持ちなどを理
由や詳細・具体例とともに話して伝える技能、書く
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
たり、理由や具体例とともに話して伝えている。情
報や考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文を
用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
たり、理由や具体例とともに話して伝えようとして
いる。情報や考え，気持ちなどを整理し，簡単な語
句や文を用いて書こうとしている。

【知識及び技能】
基本的な受動態や様々な受動態の意味や用法，原
因・影響を表す表現を理解している。SVOO，SVOCの
受動態，sayを使った受動態，群動詞の受動態やby
以外が使われる受動態の用法，喜び・驚きを表す表
現を理解している。情報や考え，気持ちなどを理由
や詳細・具体例とともに話して伝え合う技能、書く
技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合っている。情報や考えを整理し，簡単な語
句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝え合おうとしている。情報や考えを整理し，簡
単な語句や文を用いて書こうとしている。

【知識及び技能】
様々な比較表現の意味や用法，提案する表現を理解
する。比較表現を使った慣用表現や最上級を使った
比較表現などの意味や用法，称賛する表現を理解す
る。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに
話して伝える技能を身に付けている。情報や考え，
気持ちなどを理由や詳細・具体例とともに話して伝
える技能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えている。情報や考え，気持ちを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えようとしている。情報や考え，気持
ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

○ ○

【知識及び技能】
関係代名詞（主格，目的格，所有格，that）の意味
や用法，定義する表現を理解している。関係代名詞
の意味や様々な用法，言い換える表現を理解してい
る。関係副詞や複合関係詞の意味や用法，経緯を説
明する表現を理解している。情報や考え，気持ちな
どを理由や詳細・具体例とともに話して伝える技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えている。情報や考え，気持ちを整理
し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝えようとしている。情報や考え，気持
ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとして
いる。

1

5

6

6

○ ○

○

【知識及び技能】
助動詞を利用した表現を理解している。情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とともに話し
て伝え合う技能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考えを整理し，
簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考えを整
理し，簡単な語句や文を用いて書こうとしている。

○ ○ ○ 5

○ ○

〇

○

○

○

【知識及び技能】
仮定法過去，仮定法過去完了，未来のことを表す仮
定法の意味や用法，助言を求める，助言する表現を
理解する。wishやas ifを使った仮定法や仮定法を
使った様々な表現の意味や用法，願望を表す表現を
理解する。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・
具体例とともに話して伝え合う技能、書く技能を身
に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

○ ○

【知識及び技能】
不定詞（名詞的用法・形容詞的用法・副詞的用法）
の意味や用法，感謝する表現を理解している。不定
詞の意味上の主語，SVO + to不定詞・原形不定詞の
用法，謝罪する表現を理解している。様々な不定詞
や不定詞を使った慣用表現，弁解する表現を理解し
ている。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う技能、書く技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

○

○

○

○

○ ○ ○

○○ ○

○

Lesson３
Preparing for a natural disaster?
【知識及び技能】
助動詞（能力・許可・推量・義務・禁止な
ど）の意味や用法，許可を求めたり，依頼
する表現を理解する。助動詞（義務・助言
／推量／命令・忠告／意志・拒絶／過去の
習慣・状態など）の意味や用法，義務や必
要を表す表現を理解する。助動詞（過去の
ことに対する推量や義務<助動詞+have+過去
分詞>／wouldを含む慣用表現）の意味や用
法，回想する・自省する表現を理解する。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う技能、書く技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細、具
体例とともに話して伝え合う。情報や考え
を整理し，簡単な語句や文を用いて書く。

話題 在留外国人向けのパンフレットやポ
スターを通して防災意識に関する表現を学
ぶ。
文法 完了形：助動詞の概念を理解し，そ
れぞれの用法を区別する。また，共に使え
る語句を使って，適切に文を作ったり，表
現したりする。
機能 ：助動詞を用いて様々な表現を用い
て尋ねたり，伝えたりする。
表現 話すこと[やり取り]：興味のある商
品を紹介し、その特長を説明する。書くこ
と：防災意識を高めるパンフレットの文章
を書く。

○ ○ ○ ○

３

学

期

Lesson10
How can we become foreigner-friendly?
【知識及び技能】
仮定法過去，仮定法過去完了，未来のこと
を表す仮定法の意味や用法，助言を求め
る，助言する表現を理解する。wishやas if
を使った仮定法や仮定法を使った様々な表
現の意味や用法，願望を表す表現を理解す
る。様々な比較表現の意味や用法，提案す
る表現を理解する。情報や考え，気持ちな
どを理由や詳細・具体例とともに話して伝
え合う技能、書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとする。情
報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や

話題 要望に合った提案をする：観光案内
所で話される会話から，物事を提案した
り，相手の発言を称賛する仕方を学ぶ。
文法 仮定法：仮定法に関する様々な用法
と表現を理解し，物事の状態を分かりやす
く説明する。
機能 提案する／問題解決のためのアイ
ディアを考える：提案する表現を学び，適
切な提案と受け答えをする。
表現 話すこと[やり取り]：外国人観光客
におすすめの日本食レストランを紹介する
書くこと：パンフレットの文章を書く。

○ ○ ○

Lesson6
How can we  become more health-
conscious?
【知識及び技能】
動名詞（動名詞の意味上の主語／否定形・
受動態）の意味や様々な用法，誘う・申し
出る表現を理解する。動名詞（動名詞が表
す＜時＞／動名詞・不定詞を目的語とする
動詞）の意味や様用法，推薦する表現を理
解する。情報や考え，気持ちなどを理由や
詳細・具体例とともに話して伝え合う技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合っている。情報
や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や文
を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとしてい
る。情報や考え，気持ちを整理し，簡単な
語句や文を用いて書こうとする。

話題 生活習慣について。自分のチェック
シートを見ながらのやり取りから，変えた
い生活習慣を主題に話合う。
文法 動名詞：様々な動名詞の用法を学
び，詳細な情報を伝える。
機能 人にアドバイスをする表現、提案の
仕方の表現を学び，会話の相手に適切に伝
えられるようにする。
表現 話すこと[やり取り]：相手からの悩
み相談にアドバイスする。書くこと：生活
習慣についての意見をウェブの掲示板に書
く。

○ ○ ○

２

学

期

Lesson５
Save food you can still eat?
【知識及び技能】
不定詞（名詞的用法・形容詞的用法・副詞
的用法）の意味や用法，感謝する表現を理
解している。不定詞の意味上の主語，SVO +
to不定詞・原形不定詞の用法，謝罪する表
現を理解している。様々な不定詞や不定詞
を使った慣用表現，弁解する表現を理解し
ている。情報や考え，気持ちなどを理由や
詳細・具体例とともに話して伝え合う技
能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合っている。情報
や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や文
を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとしてい

話題 フードロス：生徒同士が問題解決に
向けて自分の意見を言うことができるよう
適切な表現を学ぶ。
文法 受動態：不定詞を用いた様々な文の
構造や意味を理解し，必要に応じて使い分
け，適切に伝える。
機能 原因・影響を表す／喜び・驚きを表
す：様々な表現を用いて，原因や影響につ
いて表現する。また，喜びや驚きの感情を
表す。
表現 話すこと[やり取り]：文化祭の食材
が余ったという仮定で話し合いをする。書
くこと：フードバンク団体を支援する手紙
を書く。

○ ○

話題 新しい情報：相手の知らない情報に
ついて説明することができる。自分の考え
や気持ちを伝えたり，相手に尋ねたりする
表現を学ぶ。
文法 受動態：様々な受動態の用法を理解
し，適切に使い分けて表現する。
機能 原因・影響を表す／喜び・驚きを表
す：様々な表現を用いて，原因や影響につ
いて表現する。また，喜びや驚きの感情を
表す。
表現 話すこと[やり取り]：問題を対処す
るための道具を説明する。書くこと：道具
購入の寄付を募るためのポスターの作成を
する。

○ ○ ○

Lesson２
History and future of our town
【知識及び技能】
現在完了形、過去完了形、未来完了形、現
在完了進行形を理解する。相手に関心を持
たせて誘う表現を学ぶ。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話したり、理由や具体例とともに話し
て伝える。情報や考え，気持ちなどを整理
し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話したり、理由や具体例とともに話し
て伝えようとする。情報や考え，気持ちな
どを整理し，簡単な語句や文を用いて書こ
うとする。

通りを見ながら街並みの変化について説明
できる表現を学ぶ。
文法 時制：完了形の構造と概念を理解
し，伝えたいことを適切な時制を用いて伝
える。
表現 話すこと[発表]：友達に新しい書店
の魅力を紹介する。
書くこと：移住体験ツアーを勧めるウェッ
ブの広告文を書く。

定期考査

Lesson1
Smart home, smart city?
【知識及び技能】
文型と動詞の意味や用法，賛成・反対する
表現を理解する。複雑な文型や動詞の意味
や用法，聞き直す表現を理解する。情報や
考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例と
ともに話して伝え合う技能、書く技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝え合う。情報や考え，気持
ちなどを整理し，簡単な語句や文を用いて
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝え合おうとする。情報や考
え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や文
を用いて書こうとする。

話題 学校生活：スマートシティ展示会の
お知らせを見ながら、スケジュールの相談
に参加するプログラムを決めるやり取りの
表現を学ぶ。
文法 文型と動詞：5つの文型と時制（現在
形と過去形、未来形）を中心に学ぶ。
機能 賛成・反対する／聞き直す：賛成・
反対の意思を示したり，聞き取れなかった
ことや理解できなかったことを聞き直した
りする。
表現 話すこと[やり取り]：スマートシ
ティに行くスケジュールを話あう。
書くこと：展示会についての感想をブログ
に書く練習をする。

○ ○ ○

定期考査

外国語 論理・表現Ⅰ

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Lesson４
Water supporting our lives
【知識及び技能】基本的な受動態や様々な
受動態の意味や用法，原因・影響を表す表
現を理解する。SVOO，SVOCの受動態，sayを
使った受動態，群動詞の受動態やby以外が
使われる受動態の用法，喜び・驚きを表す
表現を理解する。情報や考え，気持ちなど
を理由や詳細・具体例とともに話して伝え
合う技能、書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合う。情報や考えを整理
し，簡単な語句や文を用いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とと
もに話して伝え合おうとする。情報や考え
を整理し，簡単な語句や文を用いて書こう
とする。

領域

１

学

期

Unit 0
Get to know more about your classmates
【知識及び技能】
様々な疑問文や命令文，感嘆文の意味や用
法，相手の発話に応答する表現を理解す
る。単文・重文・複文の構造や意味や用
法，理由を述べる表現を理解する。情報や
考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例と
ともに話して伝える技能、書く技能を身に
付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝える。情報や考え，気持ち
などを整理し，簡単な語句や文を用いて書
く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や具体例と
ともに話して伝えようとしている。情報や
考え，気持ちなどを整理し，簡単な語句や
文を用いて書こうとする。

話題 紹介：初対面で行われる自然な会話
や学校の習慣を紹介する表現を学ぶ。
文法 文の種類：様々な疑問文や命令文，
感嘆文を適切に作り，それに応答する。ま
た，単文，重文，複文の構成を理解し，ま
とまりのある文で表現する。
機能 応答する／理由を述べる：相手の発
話に適切な応答をする。また，多様な表現
を用い理由を述べる。
表現 話すこと[発表]：自分やパートナー
のクラブ活動を紹介する。書くこと：学校
のルールや好きな科目について書いて伝え
る。

○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

外国語の学習を通じて,言語の働きや役割など
を理解できるようにする。
外国語の技能（話すこと、書くこと）につい
て，実際のコミュニケーションにおいて活用
できる知識・技能を身に付けるようにする。

場面・目的・状況等に応じて，日常的や社会
的な話題について，情報や考えなどを外国語
で的確に理解したり適切に伝え合ったりする
ことができる力を養う。
聞いたり読んだりしたことなどを活用して，
自分の意見や考えなどを話したり書いたりし
て表現できる力を養う。

知

【学びに向かう力、人間性等】

2

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、外
国語で情報や考えなどの概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解したり、これらを
活用して適切に表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

論理・表現Ⅰ

論理・表現Ⅰ

態

【 知　識　及　び　技　能 】
外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を、聞くこ
と、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況など
に応じて適切に活用できる技能を身に付けるようにする。

外国語

配

当

時

数

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

〇 1

Lesson7
How many clothes do you buy?
【知識及び技能】
分詞（名詞を修飾する分詞・V(+O)+現在分
詞/過去分詞）の意味や用法，描写する表現
を理解している。分詞（分詞構文の働き／
慣用的な分詞構文，付帯状況を表す<with+
名詞+現在分詞/過去分詞>）の意味や用法，
判断の根拠を述べる表現を理解している。
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う技能、書く技
能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとする。情
報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や
文を用いて書こうとする。

話題 洋服を話題に贈り物の選び方や贈り
物を受け取る際の感謝の気持ちの表現：文
法 分詞：分詞（名詞を修飾する分詞・
V(+O)+現在分詞/過去分詞）の意味や用
法，描写する表現を理解している。分詞
（分詞構文の働き／慣用的な分詞構文，付
帯状況を表す<with+名詞+現在分詞/過去分
詞>）の意味や用法，判断の根拠を述べる
表現を理解している。
機能 感謝する／相談する：ショッピング
サイトを見ながら相談する。予算内で決め
るなどの表現を学ぶ。
表現 話すこと[発表]：プレゼントを渡す
シチュエーションと感謝の気持ちを伝える
表現。書くこと：感想やお礼のメールを書
く。

○ ○ ○ ○

【知識及び技能】
分詞（名詞を修飾する分詞・V(+O)+現在分詞/過去
分詞）の意味や用法，描写する表現を理解してい
る。分詞（分詞構文の働き／慣用的な分詞構文，付
帯状況を表す<with+名詞+現在分詞/過去分詞>）の
意味や用法，判断の根拠を述べる表現を理解してい
る。情報や考え，気持ちなどを理由や詳細とともに
話して伝え合う技能を身に付けている。情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とともに話し
て伝え合う技能、書く技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合っている。情報や考え，気持ちを
整理し，簡単な語句や文を用いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝え合おうとしている。情報や考え，気
持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて書こうとし
ている。

○ ○ ○ 5

定期考査
○

Lesson８
How do you decide which products to
buy?
【知識及び技能】
様々な比較表現の意味や用法，提案する表
現を理解する。比較表現を使った慣用表現
や最上級を使った比較表現などの意味や用
法，称賛する表現を理解する。情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細とともに話し
て伝える技能を身に付けている。情報や考
え，気持ちなどを理由や詳細・具体例とと
もに話して伝える技能、書く技能を身に付
けている。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えている。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書いている。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えようとしている。
情報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句
や文を用いて書こうとする。

話題 フェアトレード：図表を見ながらパ
ンフレットの内容を説明したりフェアト
レード商品に関しる情報を確認する。
文法 比較：原級、比較級と最上級さまざ
まな比較表現を学ぶ。
機能 描写する／判断の根拠を述べる：人
や物事について情報を加えて詳しく説明す
る。また，判断の根拠を示す表現を使用し
て論理的に伝える。
表現 話すこと[発表]：日本におけるフェ
アトレードの実態。書くこと：フェアト
レードの商品のよさをブログで発信する。 ○

○

○ 5

○ ○ 6

定期考査
○ ○ ○ ○ 〇 1

Lesson９
A variety of ways to improve your
English

【知識及び技能】
関係代名詞（主格，目的格，所有格，
that）の意味や用法，定義する表現を理解
する。関係代名詞の意味や様々な用法，言
い換える表現を理解する。関係副詞や複合
関係詞の意味や用法，経緯を説明する表現
を理解する。情報や考え，気持ちなどを理
由や詳細・具体例とともに話して伝える技
能、書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝える。情報や考え，
気持ちを整理し，簡単な語句や文を用いて
書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝えようとする。情報

話題 言語習得：お互いの考えるよい語学
習得方法を具体的に説明しあう。問い合わ
せをして疑問点を尋ねる表現。
文法 関係詞：関係詞を用いて複文を作
り，語句を限定したり補足説明を加えたり
する。また，複合関係詞を用いて譲歩の意
味を表す。
機能 定義する／言い換える／経緯を説明
する：人や物事，経緯を詳細に説明した
り，言い換えや要約をしたりする。
表現 話すこと[発表]：英語を上達させる
よう方法について共有する。書くこと：事
前に尋ねておきたい疑問点を尋ねるメール
を書く。

○

○

○

○ 〇 1

6

合計

70

定期考査
○ ○ ○

Thinking Logically
How can we make our community
foreigner-friendly?
知識及び技能】
語句や文のつながりをよくして構成の整っ
た意見文を書く。情報や考え，気持ちなど
を理由や詳細・具体例とともに話して伝え
合う技能、書く技能を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合う。情報や考
え，気持ちを整理し，簡単な語句や文を用
いて書く。
【学びに向かう力、人間性等】
情報や考え，気持ちなどを理由や詳細・具
体例とともに話して伝え合おうとする。情
報や考え，気持ちを整理し，簡単な語句や
文を用いて書こうとする。

話題 在留外国人：データを見ながら在留
外国人数をテーマに導入文や結論文を書
く。
文法 総合
機能 英文の自然な流れを学ぶ。再主張→
一般化→提言。意見文の前には導入を入れ
る。
書くこと：外国人を隣人に歓迎するために
私たちにできること。

○ ○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和6年度（１学年用） 教科  科目情報Ⅰ
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

情報 情報Ⅰ 2

○

定期考査 〇 1

思 態

第３節　情報社会が築く新しい社
会について理解することと、タッ
チメソッドを目指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。

○

○

・情報と情報技術を適切に活用するための知識と技能・情報と情報技術を活用して問題を発見・解決するための方法についての理解
・情報社会の進展とそれが社会に果たす役割と及ぼす影響についての理解・情報に関する法・制度やマナーの意義と情報社会において個人が果たす

情報と情報技術を適切に活用するとともに，
情報社会に主体的に参画する態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】
効果的なコミュニケーションの実現，コンピュータやデータの活
用について理解 を深め技能を習得するとともに，情報社会と人と
の関わりについて理解を深める ようにする。

様々な事象を情報とその結び付きとして捉
え，問題の発見・解決に向けて情報と 情報技
術を適切かつ効果的に活用する力を養う。

最新情報Ⅰ　実教出版

情報

・様々な事象を情報とその結び付きの視点から捉える力・問題の発見・解決に向けて情報技術を適切かつ効果的に活用する力　　－必要な情報の収
集・判断・表現・処理・創造に情報技術を活用する力－プログラミングやシミュレーションを効果的に実行する力－情報技術を用いたコミュニケー
・情報を多面的・多画的に吟味しその価値を見極めていこうとする態度・自らの情報活用を振り返り，評価し改善しようとする態度
・情報モラルや情報に対する責任について考え行動しようとする態度・情報社会に主体的に参画し，その発展に寄与しようとする態度

情報Ⅰ

【 知　識　及　び　技　能 】

１
学
期

第一章　情報社会と私たち
１節情報社会の現状について理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を踏まえ、適切に判断出来て
いるか。
【学びに向かう力、人間性等】自
らの行動について振り返り，改善

・指導事項
・教材 教科書・タイピングソフ
ト
・オリエンテーションを踏まえ、
一人１台端末の活用　情報モラル
等

【知識・技能】・データ，情報，知識の意味
と相互の関係について理解している。・ビッ
グデータの意味とその活用についいて理解し
ている。
【思考・判断・表現】・加害者や被害者なら
ないための注意点を考え，適切に判断するこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・SNSの活
用など，不特定多数を対象としたコミュニ
ケーションの注意点について考え，自らの行
動について振り返り，改善しようとしてい

○ ○ ○ 4

第２節　情報社会の法則と権利を
理解することとタッチメソッドを
目指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。　【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　　情報モ
ラル等

【知識・技能】・IoTや人工知能などの情報
技術が社会の問題解決に役立つことを理解し
ている。
【思考・判断・表現】・クラウドコンピュー
ティング，拡張現実，仮想現実などの新しい
技術が，身近にどのように活用されているか
例示することができる。【主体的に学習に取
り組む態度】・社会の中の情報システムにつ
いて，興味や関心をもって自ら調べたり，自
ら活用しようとする態度が見られる。

○ ○

定期考査 ○ ○

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル等

○

○

1

合計

35

第２節　情報のデジタル化を理解
することとタッチソッドを目指
す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
　
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい

【知識・技能】・アナログとデジタルの概念
とその違いを理解している。
【思考・判断・表現】・アナログとデジタル
を比較して，その特徴を適切に説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】・情報のデ
ジタル化について，より深く理解しようとし
ている。
・コンピュータによる演算や数値計算の仕組
みについて関心を示し，理解に努めている。

○ ○ 4

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人２台端末の活用　情報モラ
ル等

○ 4

ＷＯＲＤ、Excel、Powaerpointを
理解することとタッチメソッドを
目指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人３台端末の活用　情報モラ
ル等

【知識・技能】３つのソフトを理解する。
　
【思考・判断・表現】３つのソフトを活用で
きる。

【主体的に学習に取り組む態度】様々な場面
で考え活用できる。

○

○ ○ 2

３
学
期

第３章　システムとデジタル化
第１節情報システムの構成を理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人４台端末の活用　情報モラ
ル等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの
意味を理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを
文章やフローチャートなどの図で表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】・アルゴリ
ズムやフローチャートなどの表記に，興味や
関心を示している。

○ ○

２
学
期

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人１台端末の活用　情報モラ
ル等

【知識・技能】・ソフトウェアの種類とその
働きを理解している。・ハードウェア，OS，
応用ソフトウェアの関係を理解している。
【思考・判断・表現】・コンピュータを構成
する各装置の機能と相互の関係を考え，適切
に接続して動作させることができる。【主体
的に学習に取り組む態度】・コンピュータが
計算する仕組みについて興味・関心をもち，
粘り強く理解しようとする。

○ ○

第３章　システムとデジタル化
第１節情報システムの構成を理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。【思考力、判断力、
表現力等】注意点を考え、適切に
判断し、活用出来ているか。【学
びに向かう力、人間性等】自らの
行動について振り返り，改善しよ
うとしているか。

・指導事項
・教材
・一人６台端末の活用　等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの
意味を理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを
文章やフローチャートなどの図で表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】・プログラ
ミング言語に興味を示し，実際に自ら活用し
ている（活用した経験がある）。

○ ○

情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，情報技術を活用して問題の発見・解 決を行う学習活動を通して，問題の発見・解決に向けて情報と情報技術を適切かつ効 果的に活用し，情報社会に主体的に参画するための資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

第３章　システムとデジタル化
第１節情報システムの構成を理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。【学びに向かう
力、人間性等】自らの行動につい
て振り返り，改善しようとしてい
るか。

・指導事項
・教材　教科書・タイピングソフ
ト
・一人５台端末の活用　等

【知識・技能】アルゴリズムとプログラムの
意味を理解している。
　
【思考・判断・表現】簡単なアルゴリズムを
文章やフローチャートなどの図で表現でき
る。

【主体的に学習に取り組む態度】・問題解決
のためのアルゴリズムを考える学習に，主体
的に取り組んでいる

○ ○ ○ 3

【知識・技能】・ビッグデータの意味とその
活用についいて理解している。
【思考・判断・表現】・ネット依存など，情
報化が個人に及ぼす影響について考え，適切
に判断することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】・社会の中
の情報システムについて，興味や関心をもっ
て自ら調べたり，自ら活用しようとする態度
が見られる。

○ 5

1

第３章　システムとデジタル化
第１節情報システムの構成を理解
することと、タッチメソッドを目
指す。
【知識及び技能】用語について理
解があるか。
【思考力、判断力、表現力等】注
意点を考え、適切に判断し、活用
出来ているか。
【学びに向かう力、人間性等】自
らの行動について振り返り，改善

5

○ 5

配当
時数

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知


